
金立特別支援学校教室棟整備事業

構造設計標準仕様

S

01

別図による

・工事種別

・建物用途

・階数規模

・屋上荷重

・特殊荷重

・外的条件 風速（Ｖ０）

地表面粗度区分

積雪

■コンクリートはＪＩＳ　Ａ５３０８によるレディーミクストコンクリートとする。

■使用するセメントはＪＩＳ　Ｒ５２１０によるポルトランドセメントとする。

■新築　□増築　□改築

□空調屋外機　□ソーラーシステム　□屋上緑化設備　□

□エレベーター（乗用１３人乗り）　□小荷物昇降機

なし

３４ｍ／ｓ

□Ⅰ　□Ⅱ　■Ⅲ　□Ⅳ

積雪量：３０ｃｍ　単位重量：２０Ｎ／㎡・ｃｍ

記　号 材　料　名

ＳＳ４００

ＳＳＣ４００

ＳＴＫ４００

ＳＴＫＲ４００

ＳＷＨ４００（Ｌ）

・鋼 材 ＪＩＳ番号

ＪＩＳ Ｇ３１０１

ＪＩＳ Ｇ３３５０

ＪＩＳ Ｇ３４４４

ＪＩＳ Ｇ３４６６

ＪＩＳ Ｇ３３５３

一般構造用圧延鋼材

一般構造用軽量形鋼

一般構造用炭素鋼鋼管

一般構造用角形鋼管

一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼

ＳＮ４９０Ｂ ＪＩＳ Ｇ３１３６建築構造用圧延鋼材

ＳＮＲ４００Ｂ 建築構造用圧延棒鋼 ＪＩＳ Ｇ３１３８

建築構造用圧延棒鋼 ＪＩＳ Ｇ３１３８ＳＮＲ４９０Ｂ

ＳＵＳ３０４Ａ 建築構造用ステンレス鋼 ＪＩＳ Ｇ４３２１

項　目 仕様・形式など ＪＩＳ番号

項　目 仕様・形式など ＪＩＳ番号

ナット

平座金

■基礎ボルト 仕様材料：

形　　状：

大臣認定品□トルシア型（Ｓ１０Ｔ）

・デッキプレート

構造形式

種類（記号）

項　目 仕様・形式など ＪＩＳ番号

項　目 ＪＩＳ番号

防錆措置 ■溶融亜鉛めっきＺ１２　□その他（　　　　）

ねじ加工：

■閉鎖型形状の内部は、塗装しない。

■内外部に露出しない部分は錆止め塗装まで。

■１種　　　□３種

■丸型　　　□角型

・材料の品質管理 □材料試験を行なう。

ばね座金

仕上げ

□ステンレス製　（外部露出部のみ）

■コンクリートに埋め込まれる部分も塗装する。

■ＳＮＲ４９０Ｂ■ＳＮＲ４００Ｂ

■ＳＳ４００ ＪＩＳ　Ｇ３１０１

□耐火被覆を行う部分は、塗装しない。

□高力ボルト接合の摩擦面は、塗装しない。

材料（Ｍ１２～）

表面仕上げ

ＪＩＳ　Ｇ３１３８

ＪＩＳ　Ｈ８６２５

■品質証明書（ミルシート）の確認を行なう。

Ｓ

規定

Ｓ：溶接サイズ

ｔ：薄い方の板厚

　　　　　　　　　かつＳ≦６ｍｍ

・溶接の種類

・溶接材料 ＪＩＳ　Ｚ３２１１

ＪＩＳ　Ｚ３３１２

・溶接有効長さ

溶接基準

基準図

被覆アーク溶接　　　　（手溶接）

ガスシールドアーク溶接（半自動溶接）

軟鋼用被覆アーク溶接棒

軟鋼及び高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ

溶接の有効長さ≧１０Ｓ　かつ　４０ｍｍ

溶接の有効長さ＝溶接長さ－２Ｓ

名称・記号

一般部

隅肉溶接（Ｔ型）

ｔ≦６ｍｍのとき　ｔ≦Ｓ≦１．５ｔ

・製品検査者など 項　目

工場製作部分

現場組立部分

自主

■全数確認

■全数確認

施工者 第三者

□対物　　％　■書類

□対物　　％　■書類

□　　％

－

・基礎ボルトの保持

・柱脚均しモルタル

・ボルトの締付け ■六角ボルトは、座金・ばね座金を併用しナットを固定

■基礎ボルトは、座金・２重ﾅｯﾄ又は溶接で固定

・製作工場 ■全国鐵構工業協会による性能評価を取得している者

□Ｊ　　■Ｒ　　□Ｍ　　□Ｈ　　□Ｓ　　□未取得

□１級建築士　□２級建築士　□１級鉄骨製作管理技術者　■２級鉄骨製作管理技術者

・製作全般

・製品検査内容 項　目

□完全溶込溶接

■ボルト接合

検査内容

寸法、ひずみなどの測定

すみ肉溶接状況の目視による確認

超音波探傷試験

スプリングワッシャーのつぶれ確認

■溶接の仕様、寸法などは、下記の溶接基準による。

■寸法精度

■隅肉溶接

□部分溶込溶接（異形隅肉溶接）

項　目

種　類

設計基準強度（Ｎ／ｍｍ２）

スランプ

捨てコン

普通

土間 上階床

普通

・ボルトセット

■六角ボルト

　セット

□高力ボルト

■施工後必ず防錆処理を行なうこと

・表面処理

・さび止め塗装

・仕上げ塗装 □合成樹脂調合ペイント

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

■鉄骨の製作は、製作要領書による。

マーキングのずれ、ピンテール破断の確認

開先形状、溶接状況の目視による確認

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させる

ため、自ら契約した検査会社をいう。

ブレース羽子板ボルト

Ｓ

Ｓ：溶接サイズ

ｔ：薄い方の板厚

Ｗ：重ね幅

Ｓ：溶接サイズ

ｔ：軽量形鋼の厚さ

Ｓ：溶接サイズ

Ｓ＝ｔ

Ｗ≧５ｔ　かつ　Ｗ≧２８ｍｍ

ｔ≧３のとき　Ｓ=ｔ

ｔ＜３のとき　Ｓ=３

呼び径 ＳＫｄ

８．９Ｍ１０ ５ ３．５

Ｍ１２

Ｍ１４

Ｍ１６

Ｍ１８

Ｍ２０

Ｍ２２

１０．７

１２．５

１４．５

１６．２

１８．２

２０．２

６

６

７

８

８

９

４．２

４．９

５．６

５．６

５．６

６．３

隅肉溶接（重ね継手）

フレア溶接（レ型）

軽量形鋼

フレア溶接（Ｋ型）

完全溶込溶接

（Ｔ継手）

Ｓ：溶接サイズ

呼び径 ＳＫｄ

Ｍ２４

Ｍ２７

Ｍ３０

Ｍ３３

２１．９

２４．９

２７．５

３０．５

１０

１１

１４

１５

ｄ

７．０

７．７

９．８

１０．５

フレア溶接

ブレース羽子板ボルト

■ＳＮＲ４００Ｂ

Ｓ

Ｓ

の
ど

厚

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｗ

Ｓ

ｔ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ｄ

Ｋ

Ｋ

１８

・耐震安全基準 構造体（用途係数）

非構造部材

・地業材料

・残土処分

□Ａ類　■Ｂ類

凍結深度 ０．００ｍ

・令第１２９条

の２の３の事項

２０ ３０ ４０ ５０ ６０

給湯設備については風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して

安全上支障のない構造とすること。

□杭基礎 □摩擦杭　□一般支持杭　□認定拡底根固め支持杭

・地盤調査資料

・地盤許容支持力

・基礎支持形式

・支持層位置

□粉体セメント系固化材原位置混合処理工法□浅層改良

□直接基礎 □地盤改良　□柱状改良　□杭基礎　□その他（　　　）　□別途

・調査水位

※図示による

０

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

５０

５０

５０

２１

２０

２１

９

１１

２３

３２

１８

１６

１３

・使用材料

■強度試験に代えて品質証明書（ミルシート）の確認を行なう。

■鉄筋の加工、組立ては別紙「鉄筋コンクリート配筋標準図」による。

・品質管理

材　料　名 継ぎ手 備　考径

Ｄ１０～Ｄ１６

Ｄ１９～

６φ×１５０×１５０

■鉄筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１１２による規格品とする。

■溶接金網は、ＪＩＳ　Ｇ３５５１による規格品とする。

　標準仕様書」による。

■重ね継手

・強度補正

打込み日から２８日までの予想平均気温

補正値（Ｎ／ｍｍ２） ＋６

気温θ（℃） 暑中期間

２５＜平均θ
０≦θ＜５

０≦θ＜８

５≦θ

８≦θ

＋６ ＋３

・品質管理

■単位セメント量は２７０ｋｇ／ｍ３以上とする。

■塩化物含有量試験により、塩化物イオン量が０．３０ｋｇ／ｍ３以下であることを

■アルカリシリカ反応性試験により、無害を確認した骨材を使用すること。

　確認すること。

　Ｔ－６０３による。

・型　枠 型枠の材質：■合板　□金属パネル

平均気温（℃）

普通ポルトランドセメント

早強ポルトランドセメント

■型枠の存置期間を定めるためのコンクリートの材齢は以下による。

２日

１０℃以上２０℃未満 ２０℃以上

３日

４日６日

　達している事を確認すること。

■構造体コンクリートの圧縮強度試験は、工事監理者が指定する、第三者機関とする。

■上記以前に脱枠する場合は、圧縮強度試験を行ない、強度が５Ｎ／ｍｍ２以上に

■コンクリートはＪＩＳ認証工場の製品とし、施工は公共建築工事標準仕様書による。

■構造体コンクリートの圧縮強度試験に使用する供試体の採取方法は、ＪＡＳＳ５

　東京都取扱い要領」第４条の試験機関にて行なうこと。

■単位水量は１８５ｋｇ／ｍ３以下とする。

■ＡＥ剤、ＡＥ減水剤を用いるコンクリートの空気量は４．５％とする。

■水セメント比は６５％以下とする。（土間コンクリートは６０％以下とする）

■コンクリートの養生は、被覆、散水などによる５日以上の湿潤養生を基本とする。

■ＳＤ２９５

１８

■　短　期

２４ ３０ ３６

□　標　準 □　長　期 □　超長期

ブレース形式

胴形式

ボルト形式

■ターンバックル（Ｓ－ＳＴ－Ｓ）

■割り枠式　　　□パイプ式

ＪＩＳ　Ａ５５４０

ＪＩＳ　Ａ５５４１

■羽子板ボルト　□両ねじボルト ＪＩＳ　Ａ５５４０

取付けボルト

ＪＩＳ　Ｈ８６４１

計画供用期間の級（躯体部）

・柱状図（Ｎｏ．　　）

ｔ＞６ｍｍのとき　Ｓ≦ｔ

□ＪＩＳ型（□Ｆ１０Ｔ、□Ｆ８Ｔ）

・本仕様の中で選択式の項目は、■を採用して　□は採用しない。

・■であっても上位の項目が□の場合は採用しない。

・建設場所

・増築計画

鉄骨造（ブレース構造）　地上２階建　

１．構造概要

２．地盤・地業

３．鉄筋コンクリート基礎工事

　（ソイルセメントコラム）

　（□発塵抑制型　□六価クロム低排出型）

・設備基礎：軽微なものは除く

孔口標高ＫＢＭ＋○○
１

標高ｍ 層厚ｍ 深度ｍ 土　質 Ｎ値 １０

■砕石（再生クラッシャランＲＣ－４０）　□切込砕石　□川砂利

資料確認：■添付の調査報告書参照

基礎（構造体）

Ｆｄ：耐久設計基準強度（Ｎ／ｍｍ２）

※Ｆｑ：品質基準強度　＝　Ｍａｘ（　Ｆｃ　,　Ｆｄ　）とする。

早強ポルトランドセメント

普通ポルトランドセメント

・使用材料

　（１）コンクリート

（２）鉄　筋

（２）製作・施工

　（１）使用材料

４．鉄骨躯体工事

・ブレース

仕様・形式など

■鉛・クロムフリーさび止めペイント１種

□特殊変性エポキシ樹脂さび止めプライマー

ＪＩＳ　Ｇ３３５２

ＪＩＳ　Ｋ５６７４

ＪＩＳ　Ｇ３１３８

ＪＩＳ　Ｋ５６７４

ＪＩＳ　Ｈ８６４１

ＪＩＳ　Ｋ５５１６

・製作管理技術者資格

ボルト

ＪＩＳ　Ｂ１１８６

ＪＩＳ　Ｂ１１８０

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

ＪＩＳ　Ｂ１２５６

ＪＩＳ　Ｂ１２５１

・塗装範囲

（該当箇所がある場合）

■呼び径六角ボルト　■全ねじ六角ボルト

■構造体強度補正値は以下による。（ＪＡＳＳ５－２０１８）

■施工はＪＡＳＳ５（２０１８）による。

特別支援学校

□Ⅰ類（１．５）　■Ⅱ類（１．２５）　□Ⅲ類（１．０）

調査方式：□スクリューウェイト貫入試験　■標準貫入試験　□平板載荷試験

□構造体コンクリートの圧縮強度試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する

■Ｕ型　□Ｌ型　■Ｊ型　■定着板

□ＳＤＰ１Ｔ（Ｇ）　　■ＳＤＰ２（Ｇ）

□デッキ構造スラブ用　■合成スラブ用

■めっき表し（外部露出部のみ）

７
４５°

ｔ：板厚　（ｔ≧８）

Ｄ:開先深さ

ｔ Ｄ

９．０

１２．０

７

１０

ｔ

Ｄ

４５ﾟ

ＦＢ－６ｘ２５

□表層　□ＦＬ－ｍ　□その他

事前資料：■有り　□無し　　　調査予定：□有り　■無し

Ｄ

特定緩勾配屋根による割増　□該当無　■α＝１．１７

２４ ２４ ２４

■溶融亜鉛めっき仕上（外部のみ）

■転造（ＳＮＲ）　■切削（ＳＳ）

■溶融亜鉛めっき高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、

　締付け順序は部材が十分に密着するように注意して行う。また、締付けは、一次、

　二次締めとする。なお、導入張力確認試験は行わない。

佐賀市

■地盤改良

■柱状改良 ■スラリー状セメント系固化材原位置混合処理工法

□場内敷き均し　□場内指定場所堆積　■場外処分

１５ １５１５ １５

■普通ポルトランドセメント　□早強ポルトランドセメント　■高炉セメント(Ｂ種)

□めっき（ユニクロ）

■鉛・クロムフリーさび止めペイント１種

■溶融亜鉛めっき（外部露出部のみ）

■鉛・クロムフリーさび止めペイント１種

ＪＩＳ　Ｋ５６７４

ＪＩＳ　Ｋ５６７４

■ＳＤ３４５

■溶接金網 ■重ね継手

■溶融亜鉛めっき（外部露出部のみ）

工事監理者(監督員)

■書類･対物検査

■書類･対物検査

■Ａ種（形鋼で固定）　□Ｂ種（鉄筋で固定）　

□Ｃ種（筒で覆い位置修正後ﾓﾙﾀﾙ充填）　□合板製型板に固定

■Ａ種（無収縮モルタル圧入）　□Ｂ種（モルタル詰め）　□基礎上端均一均し

２５０　ｋＮ／㎡（長期）

□柱底均しモルタル（□普通モルタル〈容積比　セメント１：砂２〉■無収縮モルタル）

□重ね継手　■ガス圧接

■Ｄ１９以上の鉄筋をガス圧接する場合は日本鉄筋継手協会の「鉄筋のガス圧接工事

高炉 高炉 ■ボルト　　　□高力ボルト（Ｆ８Ｔ支圧接合）

□溶融亜鉛めっき高力ボルト接合

調査場所：■敷地内　□近隣

■直接基礎 ■布基礎　□ベタ基礎　□独立基礎　

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：-

A3：-



▽
柱

状
改

良
体

芯

△
柱

状
改

良
体

芯

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ※
（註、床板がない場合は１３５゜以上のフックとする）

１
８

０
°曲

げ

ａ

ｃ

ｂ
ｂ

幅止め筋

腹筋

幅止め筋

腹　筋
不要

１段
２段

以内

（９φ）
（９φ）
（９φ） ＠３００

２－Ｄ１０
４－Ｄ１０
Ｄ１０

Ｄ１０幅止め筋

ｂ（イ）原則として　　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で   、※梁成の大きい場合や
ＳＲＣ造のあばら筋の納まり
に使用することができる。

   両側床版付（Ｔ型）梁で   または   とすることができる。

（ロ）フックの位置は   にあっては交互、  にあってはスラブ付側とする。ａ

 600≦D＜900
  D ＜ 600

 900≦D＜1200
1200≦D

（９φ）＠１０００以内で割り付ける

Ｄ

４ｄ

４
ｄ

４
ｄ

６ｄ

４
ｄ

６ｄ

６ｄ６ｄ６ｄ

６ｄ

８
ｄ

８
ｄ

Ａ

Ｂ

印配筋は曲げ上げ
なくてよい

コンクリート面

２０
ｄ

２０
ｄ

Ｌ２ｈ
（フック付）

（１）独立基礎、杭基礎（定着、継手）

※

（３）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

※ ※

／４０
０

０ ０／２ ／４

内端部Ｌａ
３／４Ｄ

Ｌａ
３／４Ｄ

以上
以上

以上かつ
以上

８
ｄ

８
ｄ

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ
２ Ｌ１

Ｄ

Ｌ
２

Ｌ２

・基礎梁筋が地震力により定まる場合

※ ※

Ｄ

／４０
０

０ ０／２ ／４

外端部 以上かつＬａ
３／４Ｄ以上

Ｌａ以上かつ
３／４Ｄ以上

内端部

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ
２ ２０ｄ ２０ｄ

Ｌ１

Ｌ
２

８
ｄ

８
ｄ

Ｌ２

・基礎梁筋がスラブなどの上載荷重により定まる場合

Ｄ

／４０
０

０ ０／２ ／４

外端部

※ ※

内端部Ｌａ以上かつ
３／４Ｄ 以上

以上Ｌａ かつ
以上３／４Ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ１

Ｌ
２

Ｌ２

２０ｄ ２０ｄ

８
ｄ

８
ｄ

Ｌ
２

かつ 外端部

Ａ部

Ａ部

外端梁主筋定着長さ

Ａ部

Ａ部

Ｌ
２

Ａ部

外端梁主筋定着長さ

Ｌ
２

Ａ部

外端梁主筋定着長さ

主筋のカットオフ長さは を基本とし、特別な長さを要する部分は別図による。＋15d／4o

（２）独立基礎、杭基礎、柱状改良（定着、継手）

３－
Ｄ１

３

３００＜Ｈ≦１０００

※
※

※印筋はＤ１０－＠２００とする
Ｈ≦３００は※印筋は不要とする

Ｗ１の三角壁厚さは、２００以上または地中梁幅とし、
配筋は同厚の壁リストにならう

Ｌ２ Ｌ１

Ｌ２

Ｌ１

Ｌ２

Ｈ

梁
幅

１５ｄ

２－Ｄ１６ 以上

Ｗ１

※※※

※
※

※

３００
４５゜～６０゜

第１あばら筋は柱面より配筋する

印は梁止め筋

（６）あばら筋、腹筋、幅止めの配置

ねじれを受ける梁は特記による

連続基礎

Ｄ１３
Ｄ１３

はかま筋のある場合ない場合はかま筋の

連続基礎主筋

連続基礎配力筋

基礎梁主筋

基礎梁スターラップ （腹筋と兼ねてよい）

（
一
段
目
）

（
一
段
目
）

外端部 内端部 内端部外端部

８
ｄ ８

ｄ８
ｄ

以上かつ

８
ｄ

８
ｄ

８
ｄ

（
一
段
目
）

3/4D以上La
以上かつ 3/4D以上La

Ｌ２ｈ

のない場合
ハカマ筋

のある場合
ハカマ筋

基
礎

ス
ラ

ブ
筋

ハ
カ

マ
筋

Ａ

１００

２

１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

２．　の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする
　　但し上筋と下筋を読みかえる

３．　の鉄筋はＤ１３以上
４．埋め戻し土のある場合は４０を７０とする

基礎スラブ筋

ハカマ筋

Ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｄ Ｄ

Ｌ２ｈＬ２ Ｌ２

Ｌ２
Ｄ Ｄ

Ｌ２

Ｄ
Ｌ２Ｌ

２

金立特別支援学校教室棟整備事業

鉄筋コンクリート配筋標準図（１）

S

02

Ｌ２
定着起点

圧接面圧接面圧接面

ｄ

Ｌ１ｈ

余長
４ｄ以上

鉄筋Ａ 鉄筋Ｂ

折り曲げ開始点
（鉄筋Ａ）

折り曲げ開始点
（鉄筋Ｂ）

Ｄ

Ｌ１

直線重ね継手の長さＬ１

Ｌ２

８ｄ以上

Ｌａ
Ｌ２

Ｄ

Ｄ

Ｌａ Ｌｂ
Ｌ２

Ｌ３

投影定着長さＬａ
大梁主筋の柱内折り曲げ定着の

８ｄ
以

上

Ｄ

折り曲げ定着の投影定着長さＬｂ
小梁・スラブの上端筋の梁内

フックつき定着の長さＬ２ｈ

Ｌ３

定着起点

（小梁・スラブ）
下端筋のフックつき定着長さＬ３ｈ

Ｌ３ｈ

Ｄ
８ｄ以上
余長

折り曲げ開始点 定着起点

（小梁・スラブ）
直線定着の長さＬ３

直線定着の長さＬ２

Ｄ

Ｌ２ｈ

４ｄ以上
余長

Ｄ
余長

Ｌ２ｈ

６ｄ以上

Ｄ

Ｌ２ｈ

８ｄ以上
余長

定着起点

折り曲げ開始点 定着起点

折り曲げ開始点

折り曲げ開始点 定着起点

約

フック付き重ね継手の長さＬ１ｈ

９０゜フック

９０゜フック

１３５゜フック

１８０゜フック

ｄ

ｄ／４以下

４００ａ≧

１．１ｄ以上

※２段筋の２段目
※

２ｍｍ以下

１．４ｄ以上 ｄ／５以下

・重ね継手（下図のいずれかとする）フック無しの場合、Ｌ１ｈはＬ１・圧接継手

０．５Ｌ１ｈ
１．５Ｌ１ｈ以上

Ｌ１Ｌ１

加工後の全長（Ｌ）

ｂ

ａ

加工後の全長（Ｌ）ｂ

ａ

ｂ

ａ

溶接閉鎖形筋

ｂ

ａ

あばら筋・帯筋
スパイラル筋

主　筋

余長
※

１８０゜

１３５゜

９０゜
（７）

ｄ
ｄ

ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

以
上

３　折曲げ定着

余長4d以上

余長6d以上

8d以上

キャップタイ

８
ｄ

１　直線定着 ２　90°フック付
直線定着

ハンチをつけた場合（ａ≧３）

または特記による

ｄ :

Ｂ拡大図

Ａ拡大図

杭頭補強要領は下記

Ｌｏ≧１００かつ４ｄ＋７０以上

ｄ０ :
基礎筋の径
基礎筋・ハカマ筋の
細いほうの径

ｄ

２０
ｄ

Ｌｏ

２０
ｄ０

１

Ａの拡大図

３

４０
７０

ａ
１

１

２
１
２

Ｌ２ｈ

１

０

８ｄ以上

Ｌ２ ｏｒ Ｌ３

8d
以

上

２０
ｄ

７０
１

０
０

～
２

０
０

基
礎

筋
ハ

カ
マ

筋

（５）梁主筋の定着

あき

間隔

ｄｏ ｄｏ

平成１２年建設省告示１４６３号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、
垂れ下がり及び内部欠陥がないもの

　３．杭・基礎
（１）鉄筋の折り曲げ加工

（３）鉄筋のあき

［註］

７０ ６０基礎・擁壁

非耐力壁

擁　　壁

耐　力　壁

４０ ３０４０ ３０
梁

床スラブ

（４）かぶり厚さ

設計かぶり厚さ

屋根スラブ

柱

布基礎の立上り部分
柱・梁・床スラブ・壁

３０ ２０２０３０

３０ ４０ ２０ ３０

４０５０４０ ３０

５０ ５０ ４０ ４０

４０５０

かぶり厚さ

（２）記　号
 ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値（径）

 ＠…間隔

 Ｄ…部材の成、または鉄筋内法直径

（６）ＳＤ４９０の鉄筋を９０゜を超える曲げ角度で折り曲げ加工する
　　　場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い、支障ないことを
　　　確認した上で、工事監理者の承認を得る。

　　　で、工事監理者の承認を得る。
　　　事前に鉄筋の曲げ試験を行い、支障ないことを確認した上
（５）折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、

［註］
余長は１２ｄ以上とする。

（３）片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０゜フックまたは１３５゜フックを用いる

（４）スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。

（２）スパイラル筋の重ね継手側に９０゜フックを用いる場合は、
（１）ｄは呼び名に用いた数値とする。

（７）折り曲げ角度９０°はスラブ筋・壁筋の末端部またはスラブと
　　　同時に打ち込むＴ形及びＬ形梁のキャップタイにのみ用いる。

（１） 各加工寸法及び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。

（ｍｍ）
許　容　差符　号

［註］

項　　　　　　　　目

主　筋

加　工　後　の　全　長

各加工
寸法

（１）

あばら筋・帯筋・スパイラル筋

Ｄ２９以上Ｄ４１以下

Ｄ２５以下

（２）加工寸法の許容差

部材の種類
短期

土に接しない

土に接する

短期

最小かぶり厚さ

屋内

屋外

屋内

屋外

小梁下端筋
鉄筋種別

設計基準強度

一　般

定　着　の　長　さ

スラブ下端筋

［註］

（２）フック部の折り曲げ内法直径Ｄ及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。

（６）定着長さ

（３）フック部付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ
　　　開始点以降のフック部は定着長さに含まない。

　　２．Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として重ね継手としてはならない。
　　３．鉄筋径ｄの差が７ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない。
　　４．ガス圧接の継手の形状、および継手の配置は下図による。

（２）直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のｄによる。
（１）表中のｄは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。

　　１．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

（７）継手

（１）直接基礎
（独立基礎）

ベタ基礎

（２）杭基礎
ＰＨＣ杭、鋼管杭（図はＰＨＣ杭）

（３）基礎接合部の補強

　　　場合は、余長は４ｄ以上とする。

± １５

± ２０

±  ５

± ２０ Ｌ

ａ, ｂ

ａ, ｂ

ａ, ｂ

異型鉄筋では呼び名に用いた数値１．５ｄ以上、粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ
２５ｍｍのうち最も大きい値。

異形鉄筋

（１）フック付き鉄筋の定着長さＬ２ｈは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離
　　　とし、折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。

　  尚、Ｌａの値は原則として梁せいの３／４倍以上とする。

■重ね継手

■継手に関する注意点

ガス圧接形状

［註］

設計基準強度
鉄筋種別

重ね継手長さ

ＨＯＯＰ…帯　筋 Ｓ．ＨＯＯＰ…補強帯筋

ｒ…半径 Ｌ   ｏ…部材間の内法距離 ｈｏ…部材間の内法高さ

折り曲げ角度 鉄筋の径に
よる区分

３ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

鉄筋の折り曲げ
内法直径

６ｄ以上

ＳＤ３９０

ＳＤ４９０

（Ｄ）

ＳＤ２９５

ＳＤ３４５

鉄筋コンクリート配筋標準図１

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

Ｃ…中心線

Ｄ１９～Ｄ２５

Ｄ２９～Ｄ４１

Ｄ４１以下

Ｄ２５以下

Ｄ２９～Ｄ４１

Ｄ１６以下
１８０゜

１３５゜

９０゜

９０゜

図 鉄筋の種類

※片持スラブ上端筋の先端

標準・長期標準・長期
ひび割れ誘発目地部など、鉄筋のか

ぶり厚さが部分的に減少する箇所に

ついても最小かぶり厚さを確保する。

部分

部分

（２）「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上のあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上

（１）※印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は１０ｍｍ増しの値とする。

　　 塗材、塗装等）のものを除く。

（３）スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには捨てコンクリートの厚さを含まない。

（４）杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

６．非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。
５．溶接継手および機械式継手を用いる場合は、信頼できる機関の評定等を受けたＡ級継手工法とする。

ＳＴ…あばら筋

　２．鉄筋加工、かぶり

　１．一般事項

（配筋については地震力等の水平力を考慮して別途検討すること）

　５．地中梁

Ｆｃ（Ｎ／ｍｍ ）

Ｆｃ（Ｎ／ｍｍ ）

（４）耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着Ｌ２とする。
 　　全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLa以上とし、余長を8d以上とする。

（３）梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、

梁

柱

末端にはフックが必要
図の　印の鉄筋の重ね継ぎ手の

    ａ～ｅに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。
（５）鉄筋のフック

    ａ． あばら筋、帯筋、および幅止め筋
    ｂ． 煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）
    ｃ． 柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分

    ｄ． 単純梁の下端筋
    ｅ． その他、本配筋標準に記載する箇所

       および下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）

（５）塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

（６）配筋検査は設計かぶり厚さで行う。

Ｌ３

の

コンクリート

Ｌ３ｈＬ３Ｌｂ（３）ＬａＬ２ｈＬ２

コンクリート

の

Ｌ１ Ｌ１ｈ

（フックあり）（フックなし）２ （フックなし）（フックあり）（フックなし）

２ （フックなし）（フックあり）

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：-

A3：-

かつ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２５ｄ

３０ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ
１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

２５ｄ

３０ｄ

４０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

３５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

２０ｄ

２０ｄ １０ｄ １０ｄ

１５０以上ＳＤ３４５

２４～２７

３０～３６

３９～４５

４８～６０

２１

１８

１８

２１

２４～２７

３０～３６

３９～４５

４８～６０

ＳＤ３４５

１８

２４～２７

２１

３０～３６

３９～４５

４８～６０

１８

２１

２４～２７

３０～３６

３９～４５

４８～６０ ３０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

４０ｄ

４５ｄ

５０ｄ

３０ｄ

３０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

４０ｄ

４５ｄ

２０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

３５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

３５ｄ

（７）あばら筋の型

（８）幅止め筋の本数、加工

ＳＤ２９５

継手範囲
上端筋、下端筋

継手範囲 継手範囲上端筋継手範囲
下端筋 下端筋

下端筋継手範囲継手範囲
上端筋

継手範囲
上端筋

ＳＤ２９５



（３）片持床スラブ定着及び出隅部補強
ａ　スラブの打ち継ぎ補強

バーサポート
バーサポート

ａ　片持床スラブ定着

直線定着の場合は２５ｄ以上 直線定着の場合は２５ｄ以上

斜　め周　囲床板厚さＤ

３００＜Ｄ≦５００

２－Ｄ１３各

各

各

２－Ｄ１３

２－Ｄ１９

各

各

各

１－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１６

（４）片持床スラブ定着及び出隅部補強

（５）床板開口部の補強

１５０＜Ｄ≦３００

鉄筋コンクリート配筋標準図２

   　Ｄ≦１５０

　７．小梁、片持梁

　８．床板　６．柱

　９．柱、梁増打コンクリート補強

　１０．梁貫通孔補強

　１１．開口補強

※出隅受け部補強は、

それぞれの方向に出隅

補強筋として出隅部の

同本数をハッチ部分に

配置する。

（出隅受け部配筋）

出隅受け部
（注）Ｌ１≧Ｌ２とする

（出隅部分補強配筋）

出隅部分の補強筋

（注）Ｌ１≧Ｌ２とする

（
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は

Ｄ
１

３
、

下
端

筋
は

Ｄ
１

０
を

設
け

る
）

Ｌ
３

は
下

端
筋

の
定

着

出
隅

部
分

の
補

強
筋

一般床板配力筋

出隅部

ｂ　片持スラブ出隅部補強 注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

２

１

／２１

１ ／
２

２

１

Ｌ３
Ｌ１／２１

１

Ｌ３
Ｌ１

／２

※

※の箇所（入隅）は各階補強する。
配筋の際かぶり厚に注意すること。

補強筋は各３－Ｄ１３又はスラブ主筋の
同一径で =１５００とし、上端筋の
下端に配筋する。

（２）屋根スラブの補強

１．

２．

（上端）
主筋

Ｄ１３

配力筋
（下端）

蹴上げ止
Ｄ１０

ＳＴＰ上に配置

１２００×６００以下

●設計配筋間隔の１／２ピッチ　長さ２Ｌ１以上
●無筋部分 Ｄ１０－＠２００ 　長さ８００以上

全段 全段

（６）床板段差

ｂ　間仕切壁との交差部

ａ　軽作業の土間

（７）土間コンクリート （８）釜　場

（９）打継ぎ補強（ダメ穴打断面について）

※

Ｄ１０
補強筋

あばら
補強筋

補強筋

巾止め筋

印は補強筋を示す

※

補強筋 あばら
補強筋

底盤と同配筋

ＣＬ

腹筋

底盤と同厚以上注）

底盤と同配筋

折曲 Ｄ１０－＠２００

Ｄ１０－＠２００

ＳＴＰ

２－Ｄ１６

ｔ:

２－Ｄ１６

ａ及びａ'≦150 ａ≦D／10かつａ≦150

ａ≦150 ａ≦D／7かつａ≦150

印は補強筋を示す

ｘ
／２

／４Ｌｂ １５ｄ

ｘ

１５ｄ

８ｄ

Ｌ２

Ｌ３

／２
／４Ｌｂ

８ｄ

Ｌ２
１５ｄ

１５ｄ

Ｌ３

ｙ

ｙ

Ｌａ １００以下

８ｄ
８ｄ

６０

Ｄ１３ 以上

８ｄ

Ｄ１３以上
以下１００ ６０

１０ｄ 以上 １０ｄ 以上

Ｌ２
２Ｄ以上

Ｈ

Ｄ
≦

Ｈ
≦

２
Ｄ

２Ｄ

２０ｄ ａ

２
０

ｄ
ａ'

２０ｄ ａ

Ｂ

Ｌ２

ｔ

ｔＤ１３

３００ Ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｌ２

Ｌ２
Ｌ２

Ｄ

Ｌ２

Ｄ１３

Ｄ
／

２
以

下 Ｄ１６

６００
上端筋の継手位置

下端筋の継手位置

下端筋の継手位置

上端筋の継手位置

肩筋　　以上Ｄ１３

Ｌ１

Ｌ１

２０ｄ ａ

２
０

ｄ
ａ

Ｂ

（φ１＋φ２）×３／２以上

φ１ φ２

Ｄ１３
Ｄ１３

Ｄ１３
Ｄ１３

設備の小開口が連続してあく場合は、縦、横、
斜補強筋とは別に開口によって切断される鉄筋
と同じ鉄筋を開口を避けて補強する

孔と孔のへりあき１００以上

２Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

０

／４０／４０

Ｄ

Ｄ
／

３

望ましい範囲

４ｄ４ｄ

６ｄ

８
ｄ

φ ４５゜

Ｌ２ Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

ｄ
ｄ

Ｄ

１３５°

イ Ｈ型（タガ型）

６ｄ
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鉄筋コンクリート配筋標準図（２）
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ａ　小梁の定着 ※固定度を考慮した場合は２／３Ｂ以上とする

Ｌｂ

２５ｄ
Ｂ

１５ｄ／４０

０

ＬＣ
※

Ｌ２

８
ｄ
以
上

斜めでもよい

下向きでもよい
斜めでもよい

かつ
以上Ｂ／２

１０ｄ

０／６
小梁外端
（単独小梁両端） 以上

０／４
連続端

註）設計図にカットオフ位置の特記がない場合

（１）定着

１５ｄ

２０ｄ ２０ｄ

小梁

正

面

正　面

補強あばら筋は、小梁主筋側に
必ず入れること。

（１）定着および継手
一般床スラブ （四辺固定）

平面図

θ=４５°

ｃ　片持梁の定着

８ｄ

一般階

Ｌａ

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ３ｈ
または Ｌ２

（ｃ）

８
ｄ

最上階

大梁主筋

またはＬ２

最上階

大梁主筋

または

Ｌ２

Ｌ２

先
端

小
梁 Ｌ２

片持ち梁Ｌ２

１００

以上＋１５ｄ０２／３ Ｌ２

Ｌ２

８
ｄ以

上

以内
０

下端筋位置まで
折り下げること

上端筋の柱内への定着は３／４Ｄ以上とすること註）

隣接する梁がある場合で柱定着

または、隣接する梁へ定着する場合

（ａ） （ｂ）

（ｄ） 隣接する梁がない場合で柱定着

先端部の範囲とカットオフ位置 先端小梁の定着

先端部 元端部
あばら筋を入れる

片
持

梁
筋

曲
げ

下
げ

８
ｄ

Ｌ３ｈ

Ｌ３ｈ

Ｌ
２

鉄筋のフックは「柱頭の四隅の主筋」に付ける

斜め補強筋

周囲補強筋

Ｌ２

Ｌ
２Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

か
つ

基
礎

筋
直

上
ま

で
L2

h

以上

Ｌ２

　または50mm以下でずらすことにより補強筋を省略することができる。ただし、開口部か

　ら設計かぶりを確保すること。

7.壁開口の最大径が両方向の配筋間隔以下の場合、鉄筋を1/6以下の勾配で曲げること、ま

  たは50mm以下でずらすことにより補強筋を省略することができる。ただし、開口部から

  設計かぶりを確保すること。

6.壁開口、スラブ開口が柱または梁に接する場合、接する柱、梁の部分には補強筋を省略で

5.耐力壁、非耐力壁の外壁および開口が連続する壁の場合の開口補強は構造図による。

　よる。

2.開口が連続するスラブの場合および片持ちスラブに開口を設ける場合の補強は構造図に

　よる。

3.スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下の場合、鉄筋を1/6以下の勾配で曲げること、

11-1 スラブおよび非耐力壁

2-D13かつ切断鉄筋とか
ぶ

り
厚

さ

図11-1-3 単独円形小開口の配筋要領

図11-1-2 非耐力壁の内壁開口補強

図11-1-1 スラブ開口補強

(開口の大きさが、床壁の配筋間隔以下の場合)

同本数の1/2

同種、同径かつ

2-D13かつ切断鉄筋と

上端筋の下に入れる

D13

か
ぶ
り
厚
さ

か
ぶ
り
厚
さ

L1

L1

L
1

L1

(直径700mm以下)(一辺の最大寸法が700㎜以下)

同本数の1/2

同種、同径かつ

上端筋の下に入れる

D13

L1

L1

L
1

L1

2-D13 2-D13

(直径700mm以下)(一辺の最大寸法が700㎜以下)

1-D13

L1

L1L1

L1

1-D13

円形開口角形開口

円形開口角形開口

シングル配筋

ダブル配筋

L
1

L1

シングル配筋

ダブル配筋

か
ぶ
り
厚
さ

L
1

L1

よい
鉄筋を曲げても (50㎜以下)

ずらしてもよい

する
以上を開口脇に配筋
は切断した鉄筋量
鉄筋を切断した場合

L
1

L
1

L1L1

1/6以下の勾配で

1.一辺の最大寸法が700㎜以下の開口に対するスラブ補強は、図11-1-1による。

4.一辺の最大寸法が700㎜以下の開口に対する非耐力壁の内壁の壁開口補強は、図11-1-2に

　きる。(図11-1-4、図11-1-5)

・開口寸法がスラブの配筋間隔以下の小開口の補強は、図11-1-3による。

・開口寸法が壁の配筋間隔以下の小開口の補強は、図11-1-3による。

００

／２／６ ／４ ／４ ／４／２００ ０ ０ ００

ｂ　小梁筋の継手位置

圧接・継手中心位置の好ましい範囲

150

（１）柱主筋の定着

（２）帯　　筋

４－Ｄ１６

d≧175

d≧200

d≧250

標準配筋

せのこと。
場合は設計者又は監督職員と打合
貫通孔が連続して間隔等が取れない

梁

柱

　とする。
・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。
・ハッチ部分の面積 Ａ

補強タテ筋

Ａ ≦ ５００

　以上）とする。

（１）

（２）

（１）

（２）

・梁下端増打コンクリートの場合も上端増打
　コンクリート補強と同様とする。

設置可能範囲

（指定条件と異なる場合は、設計者または工事監理者と打合わせのこと）

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。
設計時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。

既製品

孔補強の有効範囲と
定着長さのとり方 孔の上下方向の位置

（３）

縦　筋 縦　筋
横　筋

縦　　筋
横　　筋
上下縦筋以下は不要 上下縦筋

□製品名

２５０φ以上の開口部を設ける場合は、設計図による。
貫通孔径は とし、間隔は３φ以上とする。

ｃｍ２

・※柱Ｈｏｏｐと同径、同ピッチとする。

・B≧400以上の場合は補強筋を３本とする。

・150以上の増打ちは図示による。
・増打ち70以下は補強なし。

・補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16

・腹筋 D10 ピッチは、梁の腹筋と合せる。

の場合

折　筋 折　筋 斜  　筋

スパン １／１０梁端部（　　　　　　　　以内かつ 以内）はできるだけ避ける。２Ｄ

Ｄ１３

スラブ筋と同径、

同材質、同間隔　

Ｄ１３

Ｌ
３

Ｌ１

Ｌ１

ａ
Ｌ

２

Ｌ２

ａ
Ｌ

２

中間部 端　部

３－Ｄ１６

５００≦Ａ＜１０００

７５

２－（２－Ｄ１３） ４－（２－Ｄ１３）

２－（２－Ｄ１３）

２－（２－Ｄ１３）

２－（２－Ｄ１３）
２ｘ（２－ＳＴ□Ｄ１３）２ｘ（１－ＳＴ□Ｄ１３）

φ≦Ｄ／３

・増打ち７０以下は補強なし。
・１５０以上の増打ちは図示による。

500≦D＜700

700≦D＜900

900≦D

ＳＴ ２－□Ｄ１３ ＳＴ ２－Ｄ１３＠１００ＳＴ ２－□Ｄ１３

１００＜φ≦１５０ １５０＜φ≦２５０８０＜φ≦１００

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：-

A3：-

型 型 型

増打するときは事前に設計者、
及び工事監理者と打合せのこと
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・開口補強要領は、５．床板　による。

・捨てコン及び断熱材等の仕様は、設計図による。

基礎梁幅４０ｄ ４０ｄ

基礎梁幅４０ｄ ４０ｄ

ｔ

・内部基礎梁上に設置する。（間仕切壁設置範囲は除く）

・補強筋は土間配筋の間に均等配置とする。

か
ぶ

り
厚さ

４
０

かぶ
り

厚
さ

４０
か

ぶり
厚

さ
４

０

・コンクリートの厚み　１００ｍｍ

・コンクリートの厚み　１２０ｍｍ

・コンクリートの厚み　１５０ｍｍ

・コンクリートの厚み　２００ｍｍ以上

　ワイヤーメッシュ６φｘ１５０ｘ１５０

　Ｄ１０＠２００タテヨコシングルまたは、Ｄ１３＠２００タテヨコシングル

　Ｄ１３＠２００タテヨコシングル

　Ｄ１３＠２００タテヨコダブル

・鉄筋の位置は土間コン上端より４０下がりの位置とする

か
ぶ

り
厚

さ４
０

・ｔ＝５０以上の場合、砕石敷を基本とする。

曲げひび割れ補強筋

土間配筋

土間スラブ

基礎梁上はコンクリート

（土間配筋と同径同ピッチ）

曲げひび割れ補強筋
（土間配筋と同径同ピッチ）

増打ちとしない

・ｔ＝５０未満の場合、砂および断熱材等により土間スラブと縁をきる。

・基礎梁が交差する場合、一方向を優先し鉄筋を配置する。

・鉄筋径及び間隔は、土間配筋による。

１
０

０
１

２
０

１
５

０
２

０
０

以
上

・床板開口部の補強

・配筋

・曲げひび割れ補強

・基礎落し部の補強

※　かぶり厚さを確保してサッシ枠付近まで

基
礎

幅

Ｌ
２

※

Ｗ

補強筋

基礎落し部

土間配筋

出入口

・出入口等の開口部

基
礎

幅

Ｌ
２

Ｌ
２

基礎落し部

シャッター

・シャッター等の開口部

補強筋

補強筋

Ｄ１０＠２００

Ｗ 土間配筋

・目地の設置 ・土間スラブには、誘発目地、打継目地、絶縁目地を適宜設ける。

目地の仕様は下記の通りとし、種類、位置などは構造図による。

１

２

３

（土間配筋と同径同ピッチ）

（土間配筋と同径同ピッチ）

ダブル配筋の場合のみ
上端筋を切断する

目地材

目地材

絶縁目地

機械基礎等

〈一般仕様〉

・打継部で鉄筋を切断しない

〈鉄筋切断仕様〉

・打継部で鉄筋を切断する

スリップバー

後打ち部
塩ビさや管

誘発目地

目地材料:貧配合モルタルまたはシール材

（塗床を含む土間スラブ露出部）
使用箇所:土間スラブ全面

使用目的:コンクリートの乾燥収縮や支持地盤の
不同沈下などによるひび割れをこの
誘発目地に集中させ、他部分のひび割れ
の発生・進行を防止する。

絶縁目地（完全絶縁型）

目地材料:シール材、エポキシ系注入目地材、
樹脂製キャップなど

寸法形状:一般仕様　　１５×１５
　　　　 鉄筋切断仕様　幅:６～１０ｍｍ

深さ:スラブ厚の１／４程度

※コンクリート打継部で鉄筋を切断する場合は、
スリップバーを入れる。
相互の土間はスリップバーにより平面上の

段差がでない。
１方向にのみ独立した動きが出来るが上下に

目地材料:樹脂系又はゴム系防水型独立気泡発砲体
（商品名:ソフタイト、ＮＫフィラーなど）
※エラスタイトは、施工後はみ出す場合が

あるので使用不可。
上記の目地材を使用すること。

使用目的:柱廻りのひび割れ延長防止
機械振動を土間スラブに伝達させないため

打継目地（半絶縁型）

使用箇所:コンクリートの打継部

寸法形状:幅　２０または２５ｍｍ
深さ　土間スラブ厚さ以上

幅（長さ）４０ｍ以上ある場合の土間
スラブ端部（腰壁との境）

寸法形状:幅　３～５ｍｍ
深さ　スラブ厚の１／４程度

使用箇所:機械基礎廻り、

１２．土間スラブ
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主筋

ＭＡＸリンブレンＫ型　設計・施工標準仕様書　（1/2）梁貫通孔補強材 丸井産業株式会社

　図5　ＭＡＸリンブレンＫ型の取付け向き

適正な取付け向き3枚以上の配筋例2枚の配筋例

柱 柱主筋

図4　ＭＡＸリンブレンＫ型の取付け

■ H<250　基本組数 1組 　■ 250≦H　基本組数 2組

図6　開孔径別のあばら筋基本配筋図

あばら筋

主筋

捨て筋

あばら筋

主筋

ＭＡＸリンブレンＫ型
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C
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大開孔の範囲

2）本仕様書に定めなき事項は、日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」2018年版、「鉄骨鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」2014年改定、

　　　・鉄筋

　　　　　　　　　　　　　　ただし、主筋に丸鋼及びインデントの鉄筋は用いないこととする。

　　2）開孔径及び、開孔位置

　　　　　1.00≦M/Qd≦1.55　且つ、H/D≦0.25の場合　　B≧max（0.4D ，C/2）  （mm）

　　　・梁の構造種別　　：　鉄筋コンクリート造及び、鉄骨鉄筋コンクリート造　　　・梁せい（D）    ：　D≧450（mm）

　　　　　　　　ただし、コンクリートの設計基準強度が60N/mm2を超えた場合は、建築基準法第37条第二号の大臣認定を取得している高強度コンクリートとする。

2、適用範囲

　　　・柱際から開孔中心までの距離（B）：　B≧D　（mm）

　　　・梁上下端からのへりあき距離（Hc）　：　開孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とする。

　　　　　ただし、梁上下端からのへりあき距離については、ＭＡＸリンブレンＫ型があばら筋の内側に納まる距離を確保する。

　　　　　a）　主筋    　  JIS・G 3112　「鉄筋コンクリート用棒鋼」及び、建築基準法第37条第二号の大臣認定を取得している 590・685N/mm2級鋼の高強度鉄筋 

　　　　　b）　あばら筋  　JIS・G 3112　「鉄筋コンクリート用棒鋼」及び、建築基準法第37条第二号の大臣認定を取得している 685・785・1275N/mm2級鋼の高強度鉄筋

　　　　　　　　　　　　　　ただし、開孔上下部補強筋に丸鋼及びインデントの鉄筋は用いないこととする。

　　　・引張鉄筋比（pt）　　：　pt≦2.5（％）　　ただし、下限値は0.4％または、存在応力（長期荷重による応力）による必要量の4/3倍のうち小さい方の数値以上とする。

　　　　　　　　　　　　　　SRC造の場合の下限値は、「SRC規準」に準拠する。

　　　・あばら筋比（pw）　　：　0.2≦pw≦1.2（％）　　ただし、SRC造の場合は0.1％以上とする。（非充複型鉄骨を用いた場合は0.2％以上）

　　　　　b）　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　21≦Fc≦100N/mm2

　　開孔周囲補強に有効な有効補強範囲（C）は開孔中心部より45度方向に発生するせん断ひび割れを想定して、図2に示す様に開孔中心部から45度に引いた線と上下の

　3、補強筋比の算定方法

　　補強範囲内に配置される開孔際補強あばら筋と一般部あばら筋の補強筋比とする。

　　3）補強量の範囲

　　　　　　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　pr≦1.0　（％）

　　　　　　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　pr≦1.2　（％）

　　　　　　基礎梁で開孔位置Bをmax（0.4D ，C/2）≦B＜Dとした梁　　pr≦0.38　（％）

　　　・有効補強範囲内のあばら筋比（ps）

　　　　　　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　ps≦1.2　（％）

　　　・有効補強範囲内のせん断補強筋比（Σpwo＝pr+ps）

　　　　　　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　0.2≦Σpwo≦1.8　（％）

　　　　　　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　0.2≦Σpwo≦2.2　（％）

　　主筋重心位置の交点の水平距離とし、C＝C1+C2とする。

　　また、基礎梁の梁端部に開孔を設け、有効補強範囲（C）が梁内に確保できない開孔位置の場合の有効補強範囲内のあばら筋比（ps）は、図3に示す様に、梁内の有効

　　ＭＡＸリンブレンＫ型の有効断面積（ar）の算定については、ＭＡＸリンブレンＫ型の開孔中心部から45度方向に対して所在する鉄筋が、せん断抵抗するものを仮定する。

　　また、広沢式の扱いによって有効断面積は公称断面積の√2倍とする。

　　　　　　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　ps≦1.0　（％）

　　　・ＭＡＸリンブレンＫ型の補強筋比（pr）

図1　貫通孔の適用開孔位置

( 1-1.61 ― )  pr・rσy + ps・sσy } bj

　　α：低減係数　α＝1.00　　pt：引張鉄筋比　　Fc：コンクリートの設計基準強度（N/mm2）　　M/Qd：せん断スパン比で、3以上のときは3とする。　　H：開孔径(mm)

 　　D：梁せい(mm)　　pr：ＭＡＸリンブレンＫ型の補強筋比　　rσy：MAXリンブレンＫ型の規格降伏点（785N/mm2）ただし rσy=min(785,25Fc)　　ps：有効補強範囲内のあばら筋比

 　　sσy：有効補強範囲内のあばら筋の規格降伏点（N/mm2）　ただし　sσy=min(wσy,25Fc)　　b：梁幅(mm)　　j：応力中心間距離で、j=7d/8(mm) とする。　　d：梁の有効せい(mm)

　　1、施工に先立ち、設計図書又は、配筋図に基づき有孔梁の補強計算を行ない、補強筋量及び開孔位置を確認する。次にＭＡＸリンブレンＫ型の枚数及び、必要あばら筋組数を確認する。

　　2、ＭＡＸリンブレンＫ型には製品の型式が記載されたラベルが取付けてあるので、 適当な製品であるか又、変形や傷がないか、スペーサー部にキャップが付いているか必ず確認する。

　　　　キャップは使用鉄筋径別に色分けし、適用開孔径を表示している。

 ◎施工管理要領

 ◎標準配筋図

　　1、ＭＡＸリンブレンＫ型の取付け

　　2、ＭＡＸリンブレンＫ型の取付け向き

　　　　1）ＭＡＸリンブレンＫ型は、必ずつめ部が上下方向になるように取り付ける。（図5）

M/Qd+0.12

　　　　　取付け、ＭＡＸリンブレンＫ型を捨て筋に結束線等で取付け保持する。ＭＡＸリンブレンＫ型の配置は、コンクリートが十分に回る空きを確保することとし、バランスよく配置する。

 　　　1）ＭＡＸリンブレンＫ型の取付けは、開孔部1ヶ所に対して2枚以上用いて必ずあばら筋の内側へ取り付ける。ＭＡＸリンブレンＫ型を3枚以上必要とする場合は、図4に示すように捨て筋を

 + 0.85
0.053pt

0.23(18+Fc)
Qsu1 = α { H

D

図3　（C）が梁内に確保できない開孔位置とした場合

　　3、開孔際補強あばら筋の基本配筋（図3参照）

　　　　1）開孔際補強あばら筋は、一般部あばら筋と同種同形状とし、基本組数を開孔径が、H＜250のとき開孔際に1組、250≦Hのとき開孔際に2組とする。

　　　　2）開孔際補強あばら筋は、開孔際から50mmのかぶり厚さとし、2組目以降は50mmピッチとする。

 ◎適用範囲

「建築工事標準仕様書・同解説（JASS5）」2022年改定、「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」2021年改定、「鉄骨鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」

2005年改定、日本建築センター「建築物の構造関係技術基準解説書」2020年版、公共建築協会「建築構造設計基準」令和3年版及び、「公共建築工事標準仕様書」

令和4年版による。

　　　　　ただし、あばら筋に普通鉄筋を使用した梁端部に塑性ヒンジが生じない基礎梁で、18≦Fc≦51N/mm2であり、

　　　・開孔径（H）　：　H≦D／3　　ただし、Hは外径とし　H≦750（mm）

　　　・開孔の水平方向中心間距離（A）　：　A≧３H （隣り合う開孔径の平均値の3倍以上）

　　　・開孔の垂直方向中心間距離（G）　：　G≧３H （隣り合う開孔径の平均値の3倍以上）　ただし、∑H≦D/3　且つ、基礎梁に2開孔までとする。

ＢＣＪ評定－ＲＣ０１８４－０７

　　　　　a）　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　18≦Fc≦60N/mm2

　　　・コンクリートの設計基準強度（Fc）

1）適用対応梁の構造 図2　有効補強範囲

 ◎補強算定式
  ＭＡＸリンブレンＫ型補強の有孔梁のせん断終局強度式（修正広沢式）

　　3、ＭＡＸリンブレンＫ型を直接地面に置くことは避け、各サイズ毎に整理し、雨・泥・油等で汚さないように保管する。

1、一般事項

1）本仕様書は、ＭＡＸリンブレンＫ型の標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕様書に優先して適用する。

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：-

A3：-



金立特別支援学校教室棟整備事業 S

ＲＣ梁貫通補強材標準仕様書（２）　《参考図》 06

K5－1013

XX

重ね長さ

A

例1 例2

11.40

丸井産業株式会社

450 ≦ 470

0.61

黒

≦ 630

適用

K5－1010

K4－0806

K4－0808

K4－0810

K4－0813

K4－1006

K4－1008

K4－1010

K4－1013

K4－1016

K4－1206

K4－1208

K4－1210

K4－1216

K4－1506

K4－1508

K4－1510

K4－1513

K4－1516

K4－1706

K4－1708

K4－1710

K4－1713

K4－1716

K4－2006

K4－2008

K4－2013

K4－2010

K4－2016

K4－2506

K4－2508

K4－2510

K4－2513

K4－2516

K4－3006

K4－3008

K4－3010

K4－3013

K4－3016

K4－3510

K4－3513

K4－3516

K4－3508

K5－0806

K5－0808

K5－0810

K5－0813

K5－1006

K5－1008

K5－1016

K5－1206

K5－1208

K5－1210

K5－1213

K5－1216

K5－1506

K5－1508

K5－1510

K5－1513

K5－1516

K5－1706

K5－1708

K5－1710

K5－1713

K5－1716

K5－2006

K5－2008

K5－2010

K5－2013

K5－2016

K5－2506

K5－2510

K5－2513

K5－2516

K5－3006

K5－3008

K5－3010

K5－3013

K5－3016

K5－3508

K5－3510

K5－3513

K5－3516

K5－4010

K5－4013

K5－4016

K5－4510

K5－4513

K5－4516

K5－5010

K5－5013

K5－5016

K5－5510

K5－5513

K5－5516

K5－6010

K5－6013

K5－6016

K5－6510

K5－6513

K5－6516

K5－7010

K5－7013

K5－7016

K5－7510

K5－7513

K5－7516

80

100

125

150

175 ≦ 191

≦ 166

≦ 140

≦ 115

≦ 90

200

250

300

350 ≦ 370

≦ 319

≦ 268

≦ 217

型　　式 呼び径 開孔径
寸　　　法　（mm）

W1 W2 W3

使用鉄筋
厚さ

かぶり

（mm）H

有効断面積

ar(mm
2)

重量

（kg）

キャップ

色別
型　　式 呼び径 開孔径

H

適用 寸　　　法　（mm）

W1 W2 W3rd rd

使用鉄筋
かぶり

厚さ

（mm） 色別

キャップ重量

（kg）

有効断面積

ar(mm
2)

80

100

125

150

175

200

250

300

350 ≦ 370

≦ 319

≦ 268

≦ 217

≦ 191

≦ 166

≦ 140

≦ 115

≦ 90

400 ≦ 420

500 ≦ 520

550 ≦ 570

600

≦ 670650

≦ 720700

750 ≦ 750

251

257

285

311

282

287

316

341

367 394

372

350

332

325

337

315

296

290 182

186

190

196

207

211

215

221

227 S16

S13

S10

S8

S6

S13

S10

S8

S6

312

318

346

371

397

360

367

385

408

430

232

236

240

246

252 S16

S13

S10

S8

S6

344

349

378

403

429

374

380

408

434

459

406

412

440

465

491

397

404

422

444

467

432

439

457

480

502

469

476

494

516

539 329

323

317

313

309

303

297

291

287

283

278

272

266

262

258 S6

S8

S10

S13

S16

S6

S8

S10

S13

S16

S6

S8

S10

S13

S16

463

469

497

522

548

525

531

559

585

610

588

616

642

541

548

566

589

611

613

620

638

661

683

692

711

733

360

364

368

374

380

411

415

419

425

431

466

470

476 S13

S10

S8

S16

S13

S10

S8

S6

S16

S13

S10

S8

S6

667 755 482 S16

40

40

40

40

40

40

40

40

40

179.2

280.1

403.5

716.7

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

0.41

0.66

1.01

1.93

0.46

0.73

1.12

2.12

3.52

黒

赤

緑

黄

赤

緑

黄

白

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

0.51

0.81

1.23

2.31

3.82

0.56

0.89

1.34

2.51

4.14

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

赤

緑

黄

白

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

0.61

0.96

1.45

2.71

4.44

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

0.66

1.04

1.57

2.91

4.76

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

0.75

1.19

1.78

3.29

5.36

0.85

1.34

403.5

716.7

1123.5

2.00

3.69

5.98

280.1

403.5

716.7

1123.5

1.49

2.21

4.07

6.57

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

280

285

314

339

310

316

344

369

395

318

325

343

365

353

360

378

400

423 247

241

235

231

227

216

210

202

202 S6

S8

S10

S13

S6

S8

S10

S13

S16

340

346

374

400

425

389

395

414

436

458

425372

378

406

431

457 495

473

450

432

298

292

286

282

278

272

266

260

256

252 S6

S8

S10

S13

S16

S6

S8

S10

S13

S16

402 461

408

436

462

487

434

440

468

494

519

468

486

508

530

497

504

522

545

567

303

307

311

317

323

329

333

337

343

349

S6

S8

S10

S13

S16

S6

S8

S10

S13

S16

491

497

525

551

576

553

559

587

613

638

616

645

670

695 783

761

739

721

711

689

667

649

642

639

617

595

576

570 380

384

388

394

400

431

435

439

445

451

486

490

496

502

S6

S8

S10

S13

S16

S6

S8

S10

S13

S16

S8

S10

S13

S16

705

731

756

766

791

817

827

852

878

882

908

933

957

983

1,008

810

832

854

880

902

925

951

973

995

1,022

1,044

1,066

1,107

1,129

1,151 762

756

750

702

696

690

652

646

640

602

596

590

552

546

540 S10

S13

S16

S10

S13

S16

S10

S13

S16

S10

S13

S16

S10

S13

S16

S10

S13

S16

S10

S13

S16

S10

S13

S16

1,004

1,029

1,055

1,065

1,090

1,115

1,097

1,122

1,148

1,163

1,185

1,208

1,234

1,256

1,278

1,276

1,298

1,321

790

796

802

840

846

852

870

876

882

179.2

280.1

403.5

716.7

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

280.1

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

0.46

0.73

1.12

2.11

0.51

0.80

1.23

2.31

3.81

0.56

0.88

1.34

2.50

4.12

0.96

1.45

2.70

4.43

0.66

1.03

1.56

2.90

4.74

0.71

1.11

1.67

3.10

5.05

0.80

1.26

1.89

3.48

5.65

0.90

1.41

2.11

3.87

6.27

1.56

2.32

4.25

6.87

2.53

4.64

7.47

2.75

5.03

8.08

2.96

5.40

8.69

3.17

5.77

9.27

3.43

6.24

9.99

3.60

6.54

10.46

3.82

6.92

11.06

3.94

7.14

黒

赤

緑

黄

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

黒

赤

緑

黄

白

赤

緑

黄

白

緑

黄

白

緑

黄

白

緑

黄

白

緑

黄

白

緑

黄

白

緑

黄

白

緑

黄

白

緑

黄

白

梁貫通孔補強材 ＭＡＸリンブレンＫ型　設計・施工標準仕様書　（2/2）

図9　開孔上下部補強筋の形状例

主筋

主筋

50mm以上

主筋

主筋

(d)(d)

(a) (b) (c) (d)

Hc<300の場合

開孔上下部補強筋例

開孔下部補強筋

開孔上部補強筋

A

(c)(a)

使用鉄筋径

MAXリンブレンK型

K5－2508

W2

W
1

rd

W3

φH

< K4シリーズ >　 　< K5シリーズ >
重ね長さ

8d
以

上

8d
以

上

開孔際補強あばら筋

横筋

横筋

40d以上※1

図8　開孔上下部の補強例

L2又はL2h以上※2

K4－1213

50mm以上

一般部あばら筋

X XX' X' X'
50 50

(3
00

未
満

)
H c

H c
(3

00
以

上
)

腹筋

X X X X

100mm超過15

50

5050

50

40d以上※1

横筋の定着長さは、※1又は※2の長さ以上とする。

L2又はL2h以上※2

開孔際補強あばら筋

開孔際補強筋

横筋

一般部あばら筋

シリーズ・呼び径

 表示シール

K5φ150

50

６

K4φ150

６

40

　　　　3）垂直方向に並列する2開孔が異径の場合、図7に示す様に、小開孔の開孔縁から開孔際補強あばら筋

　　　　　　までの距離が100mmを超える場合は、大開孔の小開孔側となる直上または直下に横筋を配置し、

　　　　　　小開孔の開孔際から50mmのかぶり厚さを確保した位置に開孔際補強筋を配筋する。開孔際補強筋は

　　　　　　大開孔の開孔縁から50mm以上のかぶり厚さを確保することとし、形状は図9を参考に決定する。

　　　　　　開孔際補強筋は一般部あばら筋と同径とする。ただし、開孔際補強筋に丸鋼およびインデントの鉄筋

　　　　　　は用いないこととする。横筋は一般部あばら筋と同径以上とし、定着長さは大開孔の開孔際から40d

　　　　　　以上または、開孔中心から45度の線との交点から「RC配筋指針」6章に規定されるL2又はL2h以上

 ◎標準配筋図

　　　　　　とする。

　　4、開孔上下部の補強（図8、9参照）

　　　　1）開孔径が250≦Hのときは開孔上下部補強を設計ピッチ以内（X´）で設ける。

　　　　2）開孔上下部補強筋は一般部あばら筋と同径とする。ただし、丸鋼及びインデントの鉄筋は用いないこと

 　　　　　とする。横筋は一般部あばら筋径と同径以上とし、定着長さは開孔際から40d以上または、開孔中心

 　　　　　から45度の線との交点から「RC配筋指針」6章に規定されるL2又はL2h以上とする。

　　　　3）開孔上下部補強筋は開孔の上下縁から50mm以上のかぶりを確保し、形状は図9を参考に決定する。Hcが

   　　　　300mm未満の場合、(d)の形状としてもよい。また、(c)のように梁の両側からコの字形状の補強筋

 　　　　　を配筋する場合の重ね長さは、「JASS5」の直線重ね継手長さ以上を確保することとする。

図7　開孔際補強筋の配筋例

 ◎仕様

　<K4シリーズ>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 <K5シリーズ>

キャップ

　　　　4）垂直方向に開孔径が250mm以上の同径の2開孔が並列する場合、開孔間についても広範囲にわたって

 　　　　　無筋状態となることを避けるため、開孔上下補強筋と同様の配筋を行うこととする。

　　　　5）垂直方向に並列する2開孔が異径で大開孔の開孔径が250mm以上の場合、小開孔の開孔径にかかわらず

　　　　　 小開孔の上下部に開孔上下部補強筋を配筋することとし、小開孔の開孔際から開孔際補強あばら筋

　　　　　 までの距離が100mmを超える場合は開孔際補強筋を配筋することとする。

・MAXリンブレンK型の補強計算内容および結果は設計者、工事監理者、元請施工管理者が必ず確認して下さい。

・MAXリンブレンK型の採用に関しては、設計者および工事監理者の承認を得て下さい。

・MAXリンブレンK型の施工に際しては、元請施工管理者の管理の下に行って下さい。

※MAXリンブレンK型の採用・施工における注意点

ＢＣＪ評定－ＲＣ０１８４－０７

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
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工
事
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縮　

尺

設計    年   月   日
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鉄骨溶接基準図

S

07

隅肉溶接 アンダーカット

前面隅肉溶接、側面隅肉溶接 ｅ ≦ ０．３

柱～鉛直ブレース（最上部） 柱～鉛直ブレース（中間部） 柱～鉛直ブレース（柱脚部）

ＢＰＬ

柱

柱

柱～桁つなぎ材

つなぎ材

柱

梁、つなぎ材

丸鋼ブレース

ＧＰＬ

柱

梁、つなぎ材

丸鋼ブレース

ＧＰＬ

ＢＰＬ

柱

柱

柱

ＧＰＬ

丸鋼ブレース

名　称

孔の食違い

孔の心ずれ

孔相互の間隔

ｅ

⊿Ｐ

ｅ

孔 の は し あ き

へりあき

⊿ａ

図 許容差

ｅ ≦ １ｍｍ

ｅ ≦ １ｍｍ

－１ｍｍ ≦ ⊿ｐ ≦ １ｍｍ

⊿ａ１ ≧ －２ｍｍ
⊿ａ２ ≧ －２ｍｍ

上記は、ＪＡＳＳ６の管理許容差を示す。

孔　径　Ｄ

ｄ ＋ ２

ｄ ＋ ３

ｄ ＋ １

ｄ ＋ ５

ボルトの種類

高力ボルト

ボルト

アンカーボルト

軸径ｄの範囲

ｄ ＜ ２７

ｄ ≧ ２７

θ

管理許容差 限界許容差

－１．５ｍｍ ≦ ⊿Ｌ ≦ ＋１．５ｍｍ －２ｍｍ ≦ ⊿Ｌ ≦ ＋２ｍｍ

θ ≦ ３° θ ≦ ５°

梁つなぎ材

ただし、アンダーカット部分の長さの総和が溶接部分全体の長さの１０％以下

であり、かつ、その断面が鋭角的でない場合は、そのアンダーカットの深さｅを

１ｍｍ以下とする事ができる。

上記は「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成１２年５月３１日

建設省告示第１４６４号）による。

かつ、平成１２年建設省告示
第１４６４号にある縁端距離
を満足すること

ＢＰＬ

ＧＰＬ ＧＰＬ

柱
梁

梁

柱

梁

梁つなぎ材
梁つなぎ材

柱～ベースプレート（一般柱、隅柱、開口部脇柱）

ＢＰＬ

柱

ＢＰＬ

柱～ベースプレート（外部柱等）

ＧＰＬ

（Ｍ１２～Ｍ２２）

（Ｍ２４～Ｍ３３）

梁～水平ブレース （ブレース径Ｍ１２～Ｍ１６）

ＧＰＬ

梁

５

ＧＰＬ

５ １００

５

５

５

１００

１００

０

かつ

≦ ≦ ０．４Ｓ

≦ ４

⊿ａ

設計ボルト芯

⊿ａ

※１

※３ ※２

ＳＬ

Ｓ

Ｌ

ａ

Ｓ

Ｌ

Ｓ

Ｌ

ａ

ｅ
⊿
ａ

⊿
ａ

ｅ

ｐ±⊿ｐ

ｅ

ａ１＋⊿ａ１

ａ
２

＋
⊿

ａ
２

Ｌ
＋

⊿
Ｌ

５
０

５
０

Ｌ
２

=１
０

０

２０

４
０

Ｌ
１

４
０

４
０

丸鋼ブレース

ａ

ａ

Ｌ

ｔ

軽量Ｃ形鋼　つづり合わせ

溶接

はさみ板

ｄ

Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ３．２

Ｃ－ ７５ｘ４５ｘ１５ｘ２．３

Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３

［－１００ｘ５０ｘ ５ｘ７．５

最大間隔 はさみ板 軸径

Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ３．２

Ｃ－ ７５ｘ４５ｘ１５ｘ２．３

Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３

脚長 溶接長 間隔

Ｓ Ｌ Ｐ

≦Ｌ ａ ｄ

Ｓ Ｌ－Ｐ

Ｓ Ｌ－Ｐ

２．３

３．２

２．３

６５ ３００

３００

３００

７５

７５

６５

７５

７５

７５

６００

６００

６００

６００

１２

１６

１６

１６

部材

部材

ｔは仕口のＧＰＬと同じとする

梁

束

母屋

Ｈ
３

７
．

５
３

７
．

５ 梁４０

４０４

４

４ １００

Ｈ≦１００ １００＜Ｈ≦２００

梁

梁

ＢＯＬＴ２－Ｍ１２（強度区分４．８）

脚部：ＰＬ－４．５曲げ加工

束　：ＰＬ－４．５

母屋

Ｈ

ボルト芯

ボルト芯

６０

３０ ３０

２
２

．
５

２
２

．
５

束

梁

梁

ＢＯＬＴ２－Ｍ１２（強度区分４．８）

脚部：ＰＬ－４．５曲げ加工

６０

３０ ３０

２
２

．
５

２
２

．
５

束　：ＰＬ－４．５、Ｒｉｂ．ＰＬ－４．５

束 束

Ｒｉｂ．ＰＬ－４．５

母屋
ボルト芯

束

Ｈ

Ｒｉｂ．ＰＬ－４．５

ア－クスポット溶接

１６φ≒＠２００

梁との溶接及び頭付きスタッド（Ｖデッキ）

参照すること

合成スラブの場合は、別図合成スラブデッキ標準図を

３５以上

３５以上 ３５以上

あて板（非金属）あて板（鉄板）

折曲加工既製品面戸（鉄板）梁上通しの場合

梁上切断の場合

受梁へのかかり寸法及び端部処理

デッキプレート（乾式床に限る）

ＢＯＬＴ４－Ｍ１２（強度区分４．８）

束　：［－１００ｘ５０ｘ５ｘ７．５

脚部：ＰＬ－４．５ｘ１０４ｘ１２０

２００＜Ｈ≦４５０
（４５０＜Ｈ≦５５０）

（ＰＬ－６．０ｘ１０４ｘ１２０）

５
５

５
５

５
５

１
３

０

１
０

０

１
０

０

２０９０

１３０

２０

母屋の取付詳細 デッキプレート補足受け材（合成スラブ仕様）

　溶接部の寸法許容差 　頭付きスタッド 　孔径 　接合の精度

ｔ

スタッド溶接後の仕上がり高さと傾き　⊿Ｌ，θ

柱～梁、梁～梁

　溶接部の余盛高さ

　溶接基準図

梁

※１：Ｌ１はフランジ上側の溶接長を示し、ゲージラインより

※２：フランジ上側端部の溶接は４０ｍｍ以上とし、２Ｓ以上

４０ｍｍ以上ずつ確保した寸法とする

まわし溶接とする

※３：Ｌ２はフランジ側面の溶接長を示し、ゲージラインより

５０ｍｍ以上ずつ、計１００ｍｍ以上とする

梁

Ｈ形鋼

５０－４００

山形鋼

５０－４００

溝形鋼

５０－４００

溝形鋼

５０－４００

５０－４００
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デッキ合成スラブ設計・施工標準仕様書　《参考図》 08

Ｖｅｒ．２０２４０５２８

スーパーＥデッキ

CDメッシュ使用

（注３）

必要に応じて行う。

スーパーＥデッキ

合成デッキ 50

コンクリート

コンクリート

スーパーＥデッキ

スーパーＥデッキ コンクリート

異形鉄筋
溶接金網又は

（単純支持条件でも耐火補強筋は不要）

50

60以上

異形鉄筋

異形鉄筋

（普通）

50

＊梁の耐火被覆は、
  必要に応じて行う。

スパン

鉄骨梁
※梁の耐火被覆は、

鉄骨梁

（普通）

溶接金網又は

スパン

30

50
鉄骨梁

30

合成デッキ

スパン

50
鉄骨梁

溶接金網又は

50～

接合形式の適用

175125

125175

600

※上記の表は開口投影長さの和であり、開口1つあたりの開口寸法は300mm以下とする。

my 300288276264252240228216204192180

Σmx 625600575550525500475450425400375

2.52.42.32.22.12.01.91.81.71.61.5

梁芯間スパンlx,ly（ｍ）

表7.2 開口率に基づく梁芯間スパンにおける開口投影長さの和の上限(mm)

ly mx2mx1
0.12≦ry ＝

mymy

lx
0.25≦rx ＝

Σmx

lylx

梁芯間にある開口投影長さの和(Σmx,my)を梁芯間スパン(lx,ly)で除した値を開口率(rx,ry)とする。開口率の制限は梁芯間スパンに応じて表7.2の通りである。

開口率の考え方

詳細は別途お問い合わせください。

※開口寸法に応じ、面内せん断耐力を低減する必要がある。 e
yey≧250 2場合がある。詳細は下記及び下表を参照すること。

sx ≧ ×3
※開口率の制限により、許容開口寸法の最大が300mmを下回る ex≧450 mx1 + mx2

デ
ッ

キ
長

手
方

向

12％以下デッキ長手方向 ry
ハ） mx2sxmx1開口率

ex25％以下デッキ幅方向 rx

250mm以上デッキ長手方向 ey
開口位置

450mm以上exデッキ幅方向 mx

ロ）
デッキ長手方向 my m

y300mm以下※開口寸法
mxデッキ幅方向

イ）

品名 ― EZ50
ハ）梁芯と開口の最小距離exおよびeyが左表を満足することを確認する。

適用範囲記号項目 単独開口とみなすことができる。(長手方向は開口同士の距離に依らない。)

ロ）デッキ幅方向において、開口同士の内法距離sxが下式を満たす場合、個々の
表7.1 適用範囲 イ）一つの大きな開口とみなして、左表を満足することを確認する。

複数開口時の取り扱い表7.1の適用範囲を満足する場合、耐力補強筋を省略できる。

(2)建物外周部デッキ幅方向

※頭付きスタッドを

用いる場合は不要

デッキプレートと

スーパー
Ｅデッキ

結合する

幅調整板を溶接等で

梁耐火被覆

幅調整板

発射打込みびょう

焼抜き栓溶接又は

開口緩和

施工時施工時施工時施工時施工時施工時

設計･施工標準仕様書

デッキ合成スラブ

床1時間耐火構造

EZ50Eco60

★本仕様の範囲外の場合は、イ）小梁を設けるロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する等の処置を施す。

ａt又はａdの大きい方

（ｃ）デッキプレートと大梁との接合ができるようにデッキプレート山部が梁上にこないように納める

（ｂ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる

接合位置は特記による。構造認定を受けた発射打込みびょうを使用すること

溶接等による。（焼抜き栓溶接は不要）

径、長さ、ピッチは構造図による。梁とデッキとの接合はアークスポット

2

タイプ

又は頭付きスタッド

スーパーＥ

SEメンドSEクローザーSEハンガー

SEスペーサー

　 SEハンガー

　 小口ふさぎ　 エンドクローズ

　 SEスペーサー

C

(5)デッキ幅方向デッキ振り分け

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

スーパー
Ｅデッキ

FB65x6等

FB65x6等
デッキ受材

SEスペーサー等

スーパーＥ

（ｃ）溶接金網の継手は（１メッシュ＋５０ｍｍ）以上重ねる（図５）

（図４）

（図３）

（h）発射打込みびょう１箇所当り短期せん断耐力

打込みびょう

デッキ板厚

4,000

1.2mm

1.2mm

7,350

1.6mm

11,025

1.0mm

4,500SPW

デッキ板厚

（単位：Ｎ）

（g）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

1.6mm

5,3002,850

1.0mm

（単位：Ｎ）

20mm

を与えたりしない。
（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動

30mm

・大梁上の補強（例）
デッキプレート

例)補強筋 D10@200

400mm以上

400mm以上

ひび割れ

ロ）開口部がデッキプレートのウェブにかかる場合はプレートあるいは山形鋼による補強を行う

（イ，ロ共通）

（Ｂ）コンクリート打設前にデッキプレートを切断し、孔あけする場合

開口群を独立した一つの開口と見なし
□600x900程度の開口部と

同様の補強とする。

支持条件などの通則的耐火指定による条件に留意する。（W はデッキ幅方向をL はデッキ長手方向を示すものとする）

※構造認定を受けた発射打込みびょうメーカー：日本ヒルティ（株）,日本パワーファスニング（株）

（表１）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

大梁

デッキ山部（図１）

デッキ板厚

SPW

3 支持スパンのとり方は下図を参考にして下さい※耐火認定上のスパンは梁芯間距離ですのでご注意下さい
2 単純支持条件の場合は単梁の欄を、連続支持条件の場合は2連梁、3連梁の欄の数値をご使用下さい。
1 算出方法は、「デッキプレート床構造設計・施工規準」に準拠しています。

3

2
(N/m )

スパン

3

*4 *5

　 頭付きスタッド

異形鉄筋

溶接金網または

デッキプレート

様書・同解説のうちＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」合成スラブ工業

(一社)日本建築学会編「各種合成構造設計指針・同解説」（一社）日本建築学会編「建築工事標準仕

会編「大臣認定・無被覆耐火構法　合成スラブの設計・施工マニュアル」日鉄デッキプレート

積載荷重・支持スパンが耐火認定範囲を超える場合には別途お問い合わせください。

e-works+開口緩和（EZ50）　BCJ評定-ST0076-07　※詳細は7．e-works+開口緩和（EZ50）参照

7.　e-works+開口緩和（EZ50）

ｃ

ｃ

仮想開口

開口補強（ｃ；D10）は行う。

ｃｃ

ａ

ｃｃ

ａ

b

b

ａ

ｃｃ

ａ

b

ａ

ｃ

ａ

b

ｃ

b

ｂ；D13（上端）

ａ；D22（上・下端）

ｃ；D10（上端）

b

ｂ；D13（上端）

ａ；D16（上・下端）

ｃ；D10（上端）

合成スラブの開口部補強 ★原則としてコンクリート硬化後にデッキプレートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。

★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強（D10以上）を施す。

★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか小梁でコンクリート打設時に必ずデッキを補強する。

ｂ；D13(上端)、ｃ；D10(上端)

c）□600x900程度

ｂ）□300程度

900mm

それ以外はD22

L≦

ｃ

ｃ

ｃ

ｂ）開口群２．開口が連続している場合

ｃｃ

ａ）φ150mm程度
イ）開口間の内法寸法>３x開口径

ｃ

ａ

b

b

ｃ

ａａ

ｃｃ ｃ

ａ；D13（上・下端）

ｂ；D13（上端）、ｃ；D10（上端）

ロ）開口間の内法寸法≦３×開口径

ｃ；D10（上端）

（Ａ）箱抜きの場合

ｃ

ｃ

ｃ

ａ）φ150mm程度

ｃ

ｃ；D10（上端）

ａ；W,L≦300の場合はD16

W≦600mm

１．開口が独立している場合

を切断

ｃ）開口の大きさが幅(w)600mm、奥行き(L)900mm程度を越える場合は、小梁を設けて補強する。尚、この場合連続

ｄ）連続して３谷（デッキ溝）以上に渡って開口が生じ、耐力補強筋が配筋できないような場合は適用外とする。

ｄ

D19

2

D16

1

ａd

n

ａd ： 所要鉄筋サイズ

ｎ ： 切断された耐火補強筋の本数

ｂ）耐火補強筋を切断する場合

　　・耐火補強筋　ｄ；

ｂｃ

ａ

ａ
ｃ

開口（Ｗ）

ｂ

ｄ

ａ；かぶり30mm以上

耐火補強筋

　　・所要配筋量は、ａt 又は ａd の大きい方。

ａ

≧40D

・かぶり　；30mm以上

ａ）溝配筋方法

ｃ

ａ

≧40D

ｂ

ｃ

ａｔ＝

ｃ ａ

≧40D

Ｌ

ｂ

W

Ｍ；開口によって生じる隣接スラブの

　　　　ｄ；耐火補強筋、D13以上

　　増加曲げモーメント

・耐力補強筋の所要断面積；

ｆｔ・ｊ

M

　　　　ｃ；開口補強、D10以上
　　　　ｂ；開口補強（配力筋）、D13以上
・記号　ａ；耐力補強筋（上下端共）

・定着長さ；開口端より40D以上

D22 or 2-D16

3

8.    開  口  部  補  強　(例)

ｃｃ

１．φ110mm程度で開口が独立している場合

イ）開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、

　　ウェブにかからない場合は補強の必要はない。
注：合成スラブの補強として、

＊１溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

*1

＊１溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照＊１溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

*1*1

発射打込みびょう又は頭付きスタッド
＊2 焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆 ＊2

＊2

D10

スーパー
Ｅデッキ

山形鋼等6mm厚以上

小口ふさぎ

溶接金網又
は異形鉄筋

コンクリート

50mm以上

発射打込みびょう又は頭付きスタッド
＊2 焼抜き栓溶接、

＊2

＊2

D10

FB

コンクリート

溶接金網又は
異形鉄筋

梁耐火被覆

スーパー
Ｅデッキ

以下のひび割れ拡大防止の対策は、必要に応じて行なって下さい。

●スペーサーは、モルタルブロック等で対応します。

●溶接金網は3枚重ねとなるようにずらして配置し、かぶり厚さが20mm※

（合成スラブ工業会）

※建築基準法上の最小かぶり厚さ「20mm」は必ず確保する必要があります。

　納まります。

●異形鉄筋（D10）や、CDメッシュ（異形溶接金網）を採用すれば無理なく

　以上になるように納めます。（一般部のかぶり厚さは、原則30mm確保）

重ね部

溶接金網コンクリート
溶接金網

(10)デッキ幅方向段差部(9)デッキ長手方向段差部

スーパー
Ｅデッキ

Ｅデッキ
スーパー

Ｅデッキ
スーパー

スーパー
Ｅデッキ

Ｅデッキ

は異形鉄筋

5-1.   溶接金網納り例

大きくする。

充分な養生期間を設ける。

6.  　ひび割れ拡大防止のための留意点(参考)

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

切欠き

以上

異形鉄筋

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

又は頭付きスタッド

梁耐火被覆

梁
柱

ａ

デッキ受材

柱止りデッキ

デッキ

梁耐火被覆

壁

小口ふさぎ

コンクリート

壁

(1)建物外周部デッキ長手方向

50mm

小口ふさぎ

コンクリート

50mm以上

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

溶接金網又

(4)建物内部デッキ長手方向

梁耐火被覆

スーパー

溶接金網又は

又は頭付きスタッド

(6)柱廻り

ａ

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、
200mm以下

幅調整板

溶接金網又は

発射打込みびょう

コンクリート

異形鉄筋
溶接金網又は

柱

現場切断
（デッキ）

ＦＢ６５×6等

デッキ受材

コンクリート

ａ－ａ断面図

（幅調整板）
現場切断

梁耐火被覆

溶接金網又は

コンクリート

(8)デッキ幅方向梁継手部

コンクリート

(7)デッキ長手方向梁継手部

デッキ受材

小口ふさぎ

溶接金網又は

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

(3)建物外周部デッキ幅方向

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

<溶接金網3枚重ねの場合>

（Ａ）設計上の留意点
１．小梁の剛性を大きくする。
２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図)
３．スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を

（Ｂ）施工上の留意点
１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。
２．溶接金網は、所定の位置に配する。
３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。
４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を行い、

５．早期に載荷したり、振動を与えない。

5-2.   標準納まり:S造（鉄骨造）の場合

コンクリートが漏れるおそれがある場合は、デッキプレート相互を溶接する。

2.79

3.22

2.95

2.85

3.28

3.01

2.90

3.35

3.07

2.97

3.42

3.14

スパンスパン

（3連続持）

スパン

3連梁3連梁3連梁3連梁

特記は括弧内に記す。

［ ］箇所［ ］箇所

特記無き限り下記とする。

中間1箇所

各谷1箇所（小梁）

接合部2箇所（大梁）接合部2箇所

＊溝部換算スラブ厚さは 24mmです。

*6

（注）

*1 JIS G3352

*2 JIS K5621(2008)

4種の防錆性を有した塗料 SDP2G

SDP2

SDP2G

SDP1T

SDP2G
その他[　　　　]   

Z12    Z27    K18

その他[　　　　]   

Z12    Z27    K18

*2

その他[　　　　]   

Z12    Z27    K18

*2

めっき1.0

めっき

塗装

なし1.6

めっき

塗装

なし1.2

種類の記号 *1仕様板厚 (mm) 表面処理
※板厚1.0mmはめっき仕様のみ
板厚および表面処理

品名 　 EZ50

山上厚さ

60mm

梁との接合形式

 　SPW   ：標準溶接径 18mm以上 ※溶接位置等は特記による

　 びょう打ち

　 焼抜き栓溶接

※100を超える分は仕上げとみなす。

　 60    　 70    　 80    　 85    　 90　　　95　　　100

    18       21      24設計基準強度 (N/mm )

デッキプレート端部仕様

スーパーＥデッキ用システム部品

コンクリート

異形鉄筋 (JIS G3112,3117)

溶接金網 (JIS G3551)

デッキ山上厚さ (mm)

種類

　 D10-200 　　 [                             ]

　φ6-150  　φ6-100  　 [                  ]

　 普通コンクリート      　 

（図１）

（e）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は特記による。

FP060FL-0114

デッキプレート幅方向 デッキプレート長手方向　溶接ピッチ（P）

100mm

吹付けロックウール

合成スラブの設計・施工は（一社）日本鋼構造協会編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準」

カタログ及び設計・施工便覧による。

（45d以上）

溶接金網等

（　）は異形鉄筋の場合

D10mm以上
200×200以下

スパン

（2連続持）

スパン

（単純支持）

スパン

重ね代　150mmまたは1メッシュ＋50mm

○○○3,500 2.5

みびょう

発射打込

栓溶接

焼抜き

スタッド

頭付き

(m)
荷重

φ6mm以上
普通コン

Fc18～24

種類

品名

時間

区分

FP060FL-0090EZ50
床１

*3

150×150以下

基準強度

認定番号
断面仕様 使用条件耐火

認定条件

拡大防止筋
ひび割れ

コンクリート 許容 許容

吹付け厚さ かさ比重

(mm) (g/cm )

50
EZ50

品名

アークタイム（sec）

　 耐火要求なし　 耐火構造仕様(詳細は下記の通り)

2.26 2.892.30 2.972.35 3.062.40 3.16

風等で飛ばされないように養生する。
（ｂ）デッキプレートは梁上に安全な状態で仮置きし、

認定番号

１時間

耐火時間

15以上 0.3以上

（連続支持）

4,500

1.0mm

※注意

（単位：m）

1.6

1.2

1.0

単梁 2連梁

90mm

単梁 2連梁

80mm

単梁 2連梁

70mm

単梁 2連梁

60mm

2.60 3.49

2.39 3.14

2.65 3.56

2.43 3.23

2.71 3.62

2.48 3.33

2.76 3.68

2.54 3.40

山上コンクリート厚さ（γ=24kN/m ）

（mm）
板 厚

EZ50

3.  施　工　時　許　容　ス　パ　ン

溶接方法項目

JIS Z 3841基本級以上

低水素系溶接棒φ4mm

JIS Z 3801基本級以上又は

交流アーク溶接機AW250A以上

1.0～1.6

190～230

6 以上

8～12

18 以上

又はエンジン溶接機230A以上

標

溶
準

条
件

接

溶接径（mm）

溶接　電流（A）

梁フランジ板厚（mm）

デッキ板厚（mm）

溶　接　機

溶接棒及び溶接材料

溶接作業者資格

溶接ピッチ（P）：特記無き限り600mm以下とする。

Qm：１ｍ当りの設計水平せん断力

ｑ：１個所当りの短期せん断耐力

(特記)[　　　　]mm、下式による。

P１　＝　ｑ　／　Qm　×　1000

P　＝　MIN　（　600　,　P1　）

*6 この耐火条件に適合しない場合は，FP060FL-0114（吹付けロックウール被覆耐火構造）を適用すること。

*4 許容荷重は，全荷重（固定荷重+積載荷重）からスラブ自重を差し引いた数値である。

*3 鉄筋比は，０．２％以上。同時打ちでスラブ増打ちをする場合は注意すること。

　　本表の許容スパンは耐火認定の条件であるので，別途施工時の許容スパンを確認すること。

（接合部で幅調整をしてはならない。）

1.6mm

（単位：Ｎ）

11,025

1.2mm

7,350

*5 許容スパンは，鉄骨梁の芯間距離とする。

※注意

鉄骨梁

（単純支持）

（図３）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。

ヤで傷つけないようにする。

発射打込みびょう

焼抜き栓溶接又は
ﾋ

1 割付け計画

2

3

4

（図２）

（ｄ）施工者は焼抜き栓溶接講習会を受講した方が望ましい。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は特記による。特に指定がない場合には、図２の要領で行う。

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トをワイ

（ａ）デッキ相互をカン合させながら敷込む。

（f）焼抜き栓溶接（SPW）の溶接条件及び溶接機器仕様

工法・工程・割付け計画をたてる。

デッキプレートと梁との接合

（ｂ）頭付きスタッドの施工は ＪＡＳＳ６ による。

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

（ｃ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

敷込み・仮止め

EZ50

30

溶接金網又は異形鉄筋

のうち大きい値以上

（図５）

6 開口部補強

7

8

5

9 養　生

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。（6.開口部補強を参照。）

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。

（ｂ）かぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。

（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

（ｂ）単位水量の少ないスランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。

（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、湿潤養生する。

小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

溶接金網又は異形鉄筋
（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。（図４）

（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。

コンクリ－ト打設

4.   施　　　　工

2.  耐火設計　（耐火補強筋不要仕様）

システム部品デッキプレート形状・寸法

1.   設　　　　計

EZ50

注     記種 類

幅調整板

SEF

ＥＺ５０

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/50 

A3：1/100
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地質調査関係図

S

09

8
7
4△GL

▽GL

調査位置図

地下水位

地下水位
GL=-1.17m

GL=-1.08m

柱　状　図 液状化結果

8
7
4

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：-

A3：-
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基礎伏図

S

10

柱芯

柱芯 柱芯

柱芯

柱芯

X19 X20A X21A X23X17A

Y10

Y9

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y11

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25X1

胴縁芯 胴縁芯

胴縁芯

胴縁芯

胴縁芯胴縁芯

Y12

X0

C4 C4 C4

F1E F1

F4

F
5

F
5

F
B
1

C2T
C1T C1TC1T

KC1

KC1

F4A

C3

C4C4C4C4C4C4C4C4C4C4 C4 C4C4

（-74） （-74） （-74） （-74）

（-74）

（-40）

（-74） （-74） （-74） （-74）

（-74）

（-74）

（-74）

（-20）

（-20）（-65）

工法

杭径

打設長

空堀長

本数

総本数

改良長

認定番号

改良強度

(設計基準強度)
Fc=1200kN/㎡

建設技術審査証明（建築技術）BCJ-審査証明-96

～セメント固化材を用いた深層混合処理工法～

その他特記事項

１．固化材の添加量は施工前に現場土を採取し、

　　（日本建築センター）による。

２．特記なきは、「改訂版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」

３．本工事施工業者は、本工法の施工技術に精通したものとする。

４．六価クロム抽出試験を行うこと。

５．支持地盤は柱状図に示す火山灰質砂とする。

■ 改良コラム仕様
基礎伏図　S=1/75

※土間下は浅層改良を行う

ササラBPL下端のみ一般部-98とする

2

　　室内配合試験結果により最終決定する。（推定添加量350kg/m3）

記入なき場合は下記とする

・柱：C1

・( )は1FLからの高さを示す

・       は腰壁を示す

・　　　は土間コンクリート t=150

・　　　は柱状改良径1,000φ

積載荷重 床用 架構用 地震用

教室 2,300 2,100

廊下、階段 3,500 3,200 2,100

1,100

(単位:N/m )

12.474m

0.874m

11.600m

C2

C5

C5

C5

C4

C5

C5

C5

C4

F
5

C4

C5

C5

C5

C4

F
5

F
5

C5

C5

C5

C5

C5

C5

C5

C5

C5

C5

C5

C5

F
5

F
5

C1T

HF1

HC1 HC1 HC1 HC1 HC1HC1 HC1 HC1 HC1 HC1

HF1

HC1 HC1

KF3(※)

F4A

C4C4C4C4C4C4C4C4C4C4C4C4C4C4C4C4C4C4C4C4C4

C4

C5

C5

(※)内階段のササラBPLアンカー受け用に
　　梁に横ふかしが必要

試験杭

　（上記以外を支持層とする場合は、監督員の承諾を得ること）

C2A

C2

C2AT

C2TC1AC1AC1AC1AC1ATC1AC1AC1AC1AC1AC1ATC1AC1AC1AC1A

C1A

C1A

C1A

C1A

F1

C1A

C1A

C1A

C3

C3T

F
2

KF1

C3

F
2

（-20）

KF1

KF2

KC1

F4

F
5
A

KF1A

C5 KP1

（-74）

・　　　は柱状改良800φ

・　　　は試験掘り位置を示す。　計３か所

φ1000 φ1000×2 φ800 φ800×2

2本×2か所

4本

1本×43か所

43本

1本×8か所

8本

2本×1か所

2本

57本

Ｄコラム工法同等品

既存部分

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/75 

A3：1/150
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基礎断面リスト

S

11

最高
地盤面

最低地盤面

1FL

B.PL下端

基礎下端

改良上端

柱芯

基礎下端

改良上端

1FL

B.PL下端

柱芯

（土間コンクリートタタキ詳細図）

基礎下端

改良上端

B.PL下端

1FL

柱芯

基礎下端

改良上端

B.PL下端

1FL

柱芯

最高
地盤面

最低地盤面

柱芯

1FL

B.PL下端

基礎下端

改良上端

基礎下端

改良上端

柱芯

1FL

B.PL下端

1FL

B.PL下端

基礎下端

改良上端

柱芯

1FL

B.PL下端

基礎下端

改良上端

柱芯

1FL

柱芯

基礎下端

改良上端

基礎下端

改良上端

1FL

B.PL下端

柱芯

基礎下端

改良上端

1FL

B.PL下端

柱芯

基礎下端

改良上端

1FL

B.PL下端

柱芯

基礎断面図

符　号

断　面

主筋
上端筋

下端筋

STP

腹　筋

巾止め筋

符　号

断　面

主筋
下端筋

STP

腹　筋

巾止め筋

符　号

断　面

上端筋

下端筋
主筋

STP

腹　筋

巾止め筋

上端筋

腰壁配筋詳細図 S=1/20

S=1/20

腰壁

D10

D13 @200

3-D16

3-D16

D13□@200

4-D10

D10 @1,000

HF1

4-D10

D10 @1,000

S=1/20土間コンクリート

3-D19

3-D19

D13□@200

防湿シート t=0.15

スタイロフォーム t=30

コンクリート t=150

固化剤添加量=100㎏/m3

浅層改良 H=800

H
≦
t

D13 @200
D13

防湿シート t=0.15

固化剤添加量=100㎏/m3

浅層改良 H=800

スタイロフォーム t=30

コンクリート t=150

内部外部

基礎上端

B.PL下端

縦筋の上端には

増打 t=20

柱芯

横筋 D10 @150

縦筋 D10 @200

フックを付けない

誘発目地 20x20

@1,800
(誘発目地部で切断）

浅層改良 H=800

固化剤添加量

=100kg/m3

D10 @200 D10 @200

1-D10

D13 @200

F1

※柱状改良が無い部分は、捨てコンクリート t=50＋再生クラッシャラン t=100とする

腰壁

D10

D13 @200

3-D16

3-D16

D13□@150

6-D10

D10 @1,000

F1E

腰壁

3-D16

3-D16

D13□@200

4-D10

D10 @1,000

D10

D13 @200

F2

D13□@200

4-D10

D10 @1,000

D10

F4

3-D19

3-D19

F4A

D10 @1,000

4-D10

D13□@200

3-D16

3-D16

D13 @200

D10 @1,000

4-D10

D13□@200

F5

D10

D10 @200

3-D19

3-D19

D10 @1,000

4-D10

D13□@200

3-D19

3-D19

F5A

D10

D13 @200

D10

D13 @200

FB1

4-D10

D10 @1,000

3-D16

D13□@200

3-D16

4-D10

D10 @1,000

KF3

D10

D10 @200

3-D16

3-D16

D13□@200

※内階段のササラBPLアンカー受け用に
　梁に横ふかしが必要

KF1・(KF2)

※(　)はKF2を示す

4-D10

D10 @1,000

3-D16(3-D16)

3-D16(3-D16)

D13□@200

4-D10

D10 @1,000

D13□@200

KF1A

3-D16

3-D16

D10

D10 @200

D10

D10 @200

無収縮グラウト注入(柱下のみ) 無収縮グラウト注入(柱下のみ) 無収縮グラウト注入(柱下のみ) 無収縮グラウト注入(柱下のみ) 無収縮グラウト注入(柱下のみ)

無収縮グラウト注入(柱下のみ) 無収縮グラウト注入(柱下のみ) 無収縮グラウト注入(柱下のみ) 無収縮グラウト注入(柱下・ササラ下のみ) 無収縮グラウト注入(柱下のみ)

無収縮グラウト注入(ササラ下のみ)

断熱材

ポリスチレンフォーム t=30

※腹筋の重ね継手及び、
　端部の定着は40d以上とする。

一般部

外　部

段差部

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/20

A3：1/40
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135 900 1,800 900 1,800 1,800 900 1,800 1,800 900 1,800 1,800 900 1,800 1,800 900 1,800 1,800 900 900 1,800 1,800 900 1,800 1,800 135
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２階梁伏図

S

12

X19 X20A X21A X23X17A

Y10

Y9

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y11

Y12

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25X1X0
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Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9 Y10 Y11 Y12 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y7 Y8 Y9 Y10 Y11 Y12

ササラ

胴縁芯 柱芯 柱芯 胴縁芯

胴縁芯 柱芯 柱芯 胴縁芯 胴縁芯 柱芯 柱芯 胴縁芯

BPL下端

RG4

2G5

2G4

RG5

RG4

V16 V16 V16 V16

HG1

F5

V16 V16

RG2

RG2

2G2

V20 V20 V20 V20 V20

HG1B

F5

RG4

2G5

2G4

RG4

RG5

V16 V16 V16 V16

HG25

HG1

F5

F2 F5

V22A

V22A

V24 V24 V24 V24 V24 V24 V24

b1

V24 V24 V24 V24 V24 V24 V24

V22A

b1

V22A

2SL

1FL

BPL下端

柱上端(水上)

柱上端(水下)
RSL

2SL

1FL

BPL下端

柱上端(水上)

RSL

2SL

1FL

BPL下端

柱上端(水上)

柱上端(水下)
RSL

2SL

1FL

BPL下端

C1T C5 C5 C5 C4 C4

C5 C5 C5
C1AT HC1

HF1

KC1 KC1

KC1

KG1A

KF2 KF1 KF1 KF1

KG1A

C1 C1C2T C1 C3 C1 C3

C1A C1A C1A C2A HC1

HF1

C5 C5 C5
C1AT

HF1

C1T C5 C5 C5 C4 C4

笠木下地 C-75x45x15x2.3 水切下地 C-75x45x15x2.3

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/75 

A3：1/150

BPL下端

ツナギ芯

ツナギ芯

BPL下端

ツナギ芯

ツナギ芯

X1 X12

X6X0

通り軸組図 S=1/75 通り軸組図 S=1/75

通り軸組図 S=1/75通り軸組図 S=1/75
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Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9 Y10 Y11 Y12 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y7 Y8 Y9 Y10 Y11 Y12

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9 Y10 Y11 Y12 Y11Y10Y9Y8Y7Y6Y5Y4Y3Y2Y1 Y12

胴縁芯 柱芯 柱芯 胴縁芯 胴縁芯 柱芯 柱芯 胴縁芯

胴縁芯 柱芯 柱芯 胴縁芯 胴縁芯 柱芯 柱芯 胴縁芯

RG2

V16 V16 V16

2G4

HG1

RG2RG4

RG5

2G5

V16 V16

2G4 2G4

V16 V16

HG1

F5F5

RG4

RG3

2G3

2G4

V16 V16 V16

F5

HG1

2G2

V12

RG2

RG2

V16 V16 V16 V16

WG1

b2

V12A

V12A

HG1B

F5A

F2

2B1 2B2 2B2 2B2 2B22B3

RB1 RB2 RB2 RB2 RB2RB3

V24 V24 V24

V22A

V22A

b1

V24 V24 V24 V24 V24 V24

V24 V24 V24 V24

BPL下端

1FL

2SL

RSL

柱上端(水上) 柱上端(水上)

柱上端(水下)
RSL

2SL

1FL

BPL下端

柱上端(水上)

柱上端(水下)
RSL

2SL

1FL

BPL下端

柱上端(水上)

RSL

2SL

1FL

BPL下端

C4 C5 C5 C5 C2T

F1 F4 HF1

HC1

C1T C5 C5 C4 C4 C5 C5 C5 C2C5

HC1

HF1

C1

2B2

2G15

C1T C5 C5 C5 C4

RB2
RG15

F4

HG40

C2A

C1 C1 C3 C1 C3T

C1A C1A C1A

C2 C1

HC1

HF1F1

笠木下地 C-75x45x15x2.3 水切下地 C-75x45x15x2.3

既製品庇下地

既製品庇下地

笠木下地 C-75x45x15x2.3 水切下地 C-75x45x15x2.3 笠木下地 C-75x45x15x2.3 水切下地 C-75x45x15x2.3

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/75 

A3：1/150

BPL下端

ツナギ芯

ツナギ芯

BPL下端

ツナギ芯

2SL

ツナギ芯

ツナギ芯
RSL

X25X19

X23X17A

通り軸組図 S=1/75 通り軸組図 S=1/75

通り軸組図 S=1/75通り軸組図 S=1/75



ベースプレート

 内部

外 内

BPL下端

基礎上端

柱芯

 外周部

階段ササラアンカーC5

柱芯

柱芯

外
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腰壁

柱芯
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柱芯
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200 140
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0(柱下のみ)

(柱下のみ)

3030

1FL
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1FL
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腰壁

アンカーボルト

アンカーボルト
アンカーボルト アンカーボルト

アンカーボルト

アンカーボルトアンカーボルト
グラウト材

後打ち
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〃 立
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幅

90 90

200以上
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0
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0
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9090
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0
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130 90 140

360

C1・C1T・C2T・C3・C3T C4・HC1 KP1 KC1

90 90

C2・C2A・C2T

20

230

90 140
面取り t=15

11020

4
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4
5
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1
1
0
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0
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無収縮グラウト注入

無収縮グラウト注入
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鉄骨部材リスト（１）
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J型 定着板U型

名　称名　称

断 面断 面

細長比細長比

部　材部　材

柱　脚柱　脚

名　称名　称

断 面

仕 口

細長比細長比

部　材部　材

柱　脚柱　脚

STKR400

B.PL-22 SS400

SNR400B

□-100x100x6.0

C1・C2・C3

STKR400

B.PL-22 SS400

SNR400B

C1T・C2T・C3T

□-100x100x3.2 STKR400

B.PL-16 SS400

SNR400B

C1A・C2A

□-100x100x6.0 □-100x100x6 STKR400

SS400

SNR490B

B.PL-22

C4

STKR400

B.PL-22 SS400

SNR400B

C5

STKR400

B.PL-16 SS400

SNR400B

□-100x100x6.0 □-100x100x3.2 STKR400

B.PL-16 SS400

SS400

HC1

STKR400

B.PL-16 SS400

SS400

□-100x100x4.5

KP1

STKR400

B.PL-16 SS400

SS400

□-100x100x4.5

KC1

STKR400

SS400

STKR400

DC1

□-100x100x3.2

GPL-6

BOLT 2-M16

DC2

□-100x100x3.2

λ=95.6 λ=89.5 λ=95.6 λ=95.6 λ=95.6 λ=89.5

λ=90.9 λ=90.9 λ=92.3 λ=23.9

 アンカーボルト位置詳細図 S=1/20

強度区分：4.8

m

m

m

m

C1AT

□-100x100x4.5

λ=90.9

胴縁

C-75x45x15x2.3 @505　タテ胴縁

(□-75x75x2.3　タテ胴縁受)

A.BOLT 4-M16 A.BOLT 4-M12 A.BOLT 4-M16 A.BOLT 4-M16 A.BOLT 4-M16 A.BOLT 4-M16 A.BOLT 4-M12

A.BOLT 2-M16 A.BOLT 2-M16

BOLT 2-M12 強度区分：4.8

L=3.3m　

STKR400

SSC400

 鉄骨部材リスト（１） S=1/20

 柱脚部納まり図 S=1/20

柱材断面図
柱材姿図

柱材断面図
柱材姿図

柱材断面図
柱材姿図

柱材断面図
柱材姿図

柱材断面図
柱材姿図

柱材断面図
柱材姿図

柱材断面図
柱材姿図

柱材断面図
柱材姿図

柱材断面図
柱材姿図
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0
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0
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0
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0
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90130
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90130
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4040

1
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1
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1
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2

1
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2

2
2

1
6

4
0

""
4
0

1
6
0

PL-9

水平ブレースシート
と一体とする

アンカーボルト寸法表　S=NON （単位：mm）

径（d） M12 M16 M20 M22 M24 M27 M30

25mmBPL最大厚 16mm 22mm 28mm 32mm 16mm

L 240 400 400 440 480 540 600

a 30 40 50 55 60 70 80

50 65 80 90 100 110 120b

80 95 110 120 125 135 140c

48/50 60/60 72/70 72/75 91/90D丸型/D四角型

18/18 22/22 26/24 26/26 32/29 32/32d丸型/d四角型

10/9 13/12 15/12 15/16 17/16 17/16t丸型/t四角型

※各柱の部材リスト及び、伏図による。

※部材リストに特記（L型等）無き場合や施工上支障がない場合はU型、J型及び定着板 を基本とする。

※表記寸法において、c以外は最低寸法とし､施工に支障のない範囲内で工事監理者確認 の後変更可とする。

※ナットはダブルナットする。ボルトのねじ山は3山以上突出を確認する事。

※SNR材は転造ねじ、SS材は切削ねじネジとする。
特記事項

※BPL下のモルタルは30mm以下とする。BPLは表内の最大厚以下とする。

※L1寸法は部材リストによる。

91/100

位置・形状・材質

※b=4d以上とする。

c

ナット

孔径+2mm
(SS400)

定着板

ナット

定着板

120 7070120 7070

50 50

▽無収縮モルタル下端 ▽無収縮モルタル下端

c

▽無収縮モルタル下端

１回

２回

３回

年    月    日

年    月    日

年    月    日 図
面
名

工
事
名

縮　

尺

設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号

図
番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/20

A3：1/40

2a

a

b

L

直径と読みかえる。

※定着板は丸型も可とし、Dは円の

D

a

t

D

dL
c

は溶融亜鉛メッキ仕上（ボルト共：アンカーボルトは除く）　　　※外部露出部材は　　とする

180

L
9
0
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鉄骨部材リスト（２）
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上下Rib.PL-6x50x80

H-100x100x6x8

2G4　2B3

RG4　RB3 2G2　2B1　b1

RB2　2B2 b2

2G1　2G15

HG1 HG10 HG15　HG20　HG25　HG40　KG1AHG1B

仕　口

名　称

名　称

仕　口

部　材

部　材

断 面

仕 口

断 面

仕 口

仕　口

名　称

部　材

仕　口

名　称

部　材

断 面

仕 口

断 面

仕 口

H-250x125x6x9 SS400

BOLT 3-M16 強度区分:4.8

H-200x100x5.5x8 SS400C-100x50x20x2.3 SSC400

BOLT 2-M16BOLT 2-M16 強度区分:4.8強度区分:4.8

2C-100x50x20x2.3 SSC400 H-350x175x7x11 SS400 [-100x50x5x7.5 SS400 H-300x150x6.5x9 SS400

SS400

BOLT 2-M16 BOLT 3-M16 BOLT 3-M16BOLT 2-M16強度区分:4.8 強度区分:4.8 強度区分:4.8 強度区分:4.8

2C-100x50x20x2.3 SSC4002[-100x50x5x7.5 SS400 C-100x50x20x3.2 SSC400C-60x30x10x2.3 SSC400

BOLT 2-M16 BOLT 2-M16BOLT 2-M16 強度区分:4.8強度区分:4.8 BOLT 2-M12 強度区分:4.8強度区分:4.8

H-200x100x5.5x8 SS400C-100x50x20x2.3 SSC400C-100x50x20x2.3 SSC400

SS400

BOLT 2-M16BOLT 2-M16 強度区分:4.8 強度区分:4.8BOLT 2-M16 強度区分:4.8

H=85,t=0.5以上 H=85,t=0.6(二重折板)a:PL-4.5 SS400

SS400

c:PL-4.5 SS400

B.PL-12x110x300 G.PL-12SS400 SS400 SS400

A.BOLT 1-M16 BOLT 2-M16 A.BOLT 1-M16 BOLT 2-M16SS400 強度区分:4.8 強度区分:4.8

RG1　RG15　RG20 RG2　RB1 RG3　RG5　RG15A　RG20A　2G5 2G3　2G20

防水上必要な部分防水上必要な部分

上下Rib.PL-6x50x80

上下Rib.PL-6x50x80

1FL
a

GLc

40 401
8

1
2

7
0

90 901
1
0

4
0

8
0

150 150b
300

m m m

m

m

SS400

強度区分:4.8

mHG27

BOLT 2-M12

WG1 HB1KG1B

H-100x100x6x8 SS400 H-148x100x6x9 SS400H-200x100x5.5x8 SS400 ML1:L-50x50x6 SS400

BOLT 4-M12(端部 2-M12) BOLT 2-M16BOLT 2-M16 強度区分:4.8 強度区分:4.8強度区分:4.8 強度区分:4.8

280

100 905040

2
5

1
0
0

5
0

1
0
0

2
5

M1:C-75x45x15x2.3 SSC400

SS400

強度区分:4.8

ML1　ML2

ML2:L-50x50x6

m

SS400

※ML2のタイトフレームは妻側部より600以下に設置する

※水下母屋は二連梁以上とすること(単純梁は不可）

c

a

b

ﾓﾙﾀﾙt=40
溶接金網:
6φx50x50

175 175

350

1
8

8
0

1
2

7
0

4
0

1
1
0

b:PL-16x300

B.PL-12x110x350 G.PL-16

内階段 外階段 ハゼ式折板 ハゼ式折板 庇

防水上必要な部分

SS400

SS400

BOLT 2-M12 BOLT 2-M12

HG5:H-100x100x6x8

T1:L-65x65x6
部材

G.PL-6 G.PL-6G.PL-6 G.PL-9 G.PL-6 G.PL-6G.PL-6SS400 SS400SS400 SS400 SS400SS400

G.PL-6 G.PL-6 G.PL-6G.PL-6 PL-4.5 G.PL-6 G.PL-6SS400SS400 SS400SS400 SS400 SS400

G.PL-6G.PL-6 PL-4.5又は束立 PL-4.5又は束立G.PL-9SS400 SS400 SS400SS400SS400

PL-6
BOLT 1-M16

@600

PL-6
BOLT 1-M16

@600

PL-6
BOLT 1-M16

@600

m m

G.PL-6

m

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

a:C.PL-4.5

b:PL-12x250

c:PL-4.5

[-200x80x7.5x11

M1
外部は　　m

mM2

SS400M2:[-250x90x9x13

HG27

水切下地
C-100x50x20x3.2

 鉄骨部材リスト（２） S=1/20
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有
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せ
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確
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有
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せ
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確
保

BOLT 2-M12
G.PL-6
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HG5
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ブレースリスト
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ブレース

採用 記号

〇

〇

〇

〇

〇

備考

羽子板

・数値は構造計算上の最小値を示し、製作時は上記数値以上とすること。

・JIS A5540､A5541　建築用ターンバックル

・材質　：　丸鋼 SNR400B

SN400B

・〇〇Aは2段ブレースを示す。

M12～M22

M24～M33

ブレース形状

内部

外周部

内部側

外部側

鉛直ブレース

外周一般部

内部

外周出隅部 外周出隅部

溶接接合

ボルト接合

水平ブレース　G.PL

ブレース径は全てM12～M16

G.PL-6
G.PL-6 G.PL-6

G.PL-6
G.PL-6

ブレース径は全てM12～M16

G.PL-6 G.PL-6
BOLT2-M16G.PL-6 BOLT2-M16

（強度区分：　　）BOLT2-M16
（強度区分：　　）

G.PL-6
BOLT2-M16

（強度区分：　　）

GPL:SS400

軸部断面：Ag

GPL:SS400

軸部断面：Ag

S=NON S=NON

M12～M16:gt=6mm

t =3mm

M18～M27:gt=9mm

t =6mm

t =3mm

M18～M27:gt=9mm

t =4.5mm

4.8
4.8 （強度区分：　 ）4.8

4.8

M12～M16:gt=6mm

ねじの
呼び

羽子板 取付ボルト

軸部 (mm) 中ボルト
ねじの断面積 （高力ボルト）板厚 板幅 孔径 ピッチ 本数
呼びAg 強度区分Hgt B e2 e1 Rφ Lo Ls P(cm2)

10.9
M12 0.88 6 50 25 40 17 52 40 － 1 M16

(F8T)

M14 1.20 6 50 25 40 17 52 50 － 1 M16 10.9

M16 1.63 6 50 25 45 17 59 55 － 1 M16 10.9

M18 2.02 9 65 32.5 50 21.5 60 60 － 1 M20 10.9

M20 2.56 9 65 32.5 50 21.5 60 75 － 1 M20 10.9

M22 3.16 9 75 37.5 55 23.5 73 85 － 1 M22 10.9

M24 3.69 9 75 37.5 50 21.5 70 85 60 2 M20 10.9

M27 4.78 9 90 45 50 21.5 72 90 60 2 M20 10.9

M30 5.86 12 90 45 55 23.5 83 95 60 2 M22 10.9

M33 7.22 12 100 50 55 23.5 90 110 60 2 M22 10.9

へりあきはしあき

V16
V16A

V20 V22
V22A

V24

V27

（V12m H12m）

・〇〇mは溶融亜鉛めっきブレースを示す。

V12 V12A H12

S=1/15S＝1/15
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設計    年   月   日

一級建築士登録　第　　　　　号
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番
号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日
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鉄骨架構詳細図
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一級建築士登録　第　　　　　号
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号

佐賀県県土整備部建築住宅課
設 計 変 更 年 月 日

A1：1/20

A3：1/40

Ｒ階梁伏詳細図　S=1/20

Y11X13 通り鉄骨架構詳細図　S=1/20

２階梁伏詳細図　S=1/20

通り鉄骨架構詳細図　S=1/20

注)２階床面の水平ブレースは建方用として適宜配置する。
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